
第 1086雪

r品質本{りのうす〈ち

ヒカシマル醤油

第三種郵便物認可}昭和46年 7月30日

…~ご購読料……

1年 6，000円
(郵送料1，700門を含む)

税金.t)J r. tM f ¥，でl'lij納
} I 31f111Efl 
10日・ 20日・ 30日

( 1950年 4月創刊安斎 f、来斤陪胃国壬詮〈金曜日〉

'Jt f r )i}i 
全国婦人新聞社

〒160東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝幸西新宿ビル
電話 03(3343)1846fftl
FAX 03 (3348) 1 8 9 0 
娠替口座 00150-7-1723201

1995年 1月 20日

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

回

覧
"1園田n"主I!..! " 

2 
2 z 

z・2ヒ
タ L

Z テレビ ・最優秀賞資生 でチ対宙
Z 掌オプチューン・ファ -t:r う玄京
~ :ンデーションく登場〉篇 .匝シ長詰

zj二男性新入社員を指導す:笑福容器
多:る女性先問。「女性上司 き神閲
Z:の下でふつうに男性が働 .蕊堅企相
1 ・ 一-
~りるように !J (天野さ :2::意蓮蚕
多;ん講評希活め術
タ・ ・・・・ …ー ・・ 望動、に

Z F下"，.，... ':::":_-' て員懇秀一コ最晶応点テ を

Z Z盆孟 42芦事き L勇文会同予産支
~ JJ 円'岡崎面 年 oi 、得シるの賞斑刷はに tc.
zaf -、5・~甲 は岸 ρ てリす三し鵡広 己

Z Er 臨下品、 暴自緊包去活道22害tt 
多 f 企 ~l樹九 :'.~\x'" 秀型さがは所機与か三ビい
g ta画r¥n稔 重茎 ìT'主主ジフ窒ら-t~匹
~ ff緬・哩阪虫色選〓 君;::1守プザ玄隼 ヨ.;;-~ 胃

Z 鑑輔副酷錨謹趨}...ゐt藤を語句も lケ号五民主ヨ
定 居届置掴園副周回臨麗rl 苛司自ち得査自優ジラ b作の一「ン
ル掴圃・L.....a島，~ 'I‘ 司 ・… 圃r......1~一一一一『 ー，

多sJう 判定宍事君主要注乙弓~ It品珊 Z;アぷJZZの55翠 :暴走露き2z喜芸展お完雲モ
蕊蜘 〆 ' つ 公前|月はるの 寿.......L...-I ~ ・代 f言、た思運臨 l臣 官

1:'ち114122主持雪 町南12:立2rzっきツ訂正三時空開設 。
べ .l，"しし蚕り日ニヨ判 1v 11f1竺... "111 ~ : いるように見えるが、女-のなた狩 tc. 闘に羽」たのピ

野議会jyF一機雪量提出笥電 |開212jf5時詑摂:25賢三CE控室習会
写真上:12月17(日)の渋谷の集会。下:10月16日、 渋「自の、谷更か管室 て I~~I ~ 野さん講評に思の設うな持q弓査よ羽
谷の街頭パレード 判はこ街の。色 。更 い 1M岨....1 ~ :.. :-:~.. ・… ・・・・… ・ ー…ー….... ..かれ仕立 。 ろち\ 。 当

李日管長量喜 2 季ぞき奇襲量貧 EEZ こ会主管君主宅率第 I~~~司1 2 
草本たーの省乙~い TI は:=;署管童、とさの一好安乙 。 けつ回目匹直伝......1 & 

r。臨時35231i延期fill田!?
i 3F皇責zdd府警け 0 動h 沿いる長ず211E晶alz
三そつ う記か 。に憲暴決子出打た奈き差議 kまりののつ玄 。 阻園H・H・圃 Z 

i長官更5558aE控室認定員時言語 ?麟機関 -;;

iq臨時時堅持品1552i需品i!??月号品五諮問ibiiE55L
EE言 るE完宮示量 宗 急十霊ん三竺喜(警平ま喜警祭司事時だルで力始多ている人は少ないJ=学生募集:皆察んさがをぶ闘思い マ
三 。法ぷりれかるRゑの畿を星空表た警つ五ぞるつイ何り今 。会害毒完 Z:の広告。真正面かち女性の可能jzプ「九言誌己許ζE港
= 判、、ばめあが Efi判ち反う日記 0 ・い日十乙いンとが後 の闇つが孝:性を追求しわかりやすい。無限 :の本多 忠な '思の H には

i 聖喜ド皇警マ損益添セ撃二宮薬害雲高等言主ZLS弓手お き司お二 zj大のマークが可能性と夢を与え:議定る ぞ与ぞ裂産官長
キ詰裂 三重言語E容量き5。警察努聖尺言 。霊長z梨雪 qEq支 :0月一一efv詰守..................叱警定 区票区足農ぷ事

新
し
い
男
女
像
の
五
作
品
に

女
性
に
や
さ
し
い
広
告
コ
ン
テ
ス
ト

を
作
り
続
け
て
き
た
。

一
九
七

七
年
自
主
制
作
「
漕
墨
の
桜
」

で
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受

け
注
目
を
浴
び
た
。
近
年
、
「
痴

呆
性
老
人
の
世
界
」
「
安
心
し

て
老
い
る
た
め
に
」
な
ど
老
人

問
題
の
理
解
を
深
め
る
作
品
を

発
表
し
た
。
日
本
は
お
ろ
か
海

、
外
で
も
女
性
映
画
監
督
は
少
な

品

く
、
羽
田
さ
ん
の
長
年
の
映
画

秋
製
作
の
功
績
、
女
性
の
地
位
向

野

上
へ
は
た
し
た
役
割
が
評
価
さ

向
れ
た
。

向
井
さ
ん
は
い
う
ま
で
も
な

会

字

ゃ

を

o
な

作

い

、

女

式

る

ち

酒

る

で

た

添

く

で

株

あ

赤

お

あ

フ

え

に

か

)

一

に

に

は

で

引

考

誠

暖

評

リ

下

腹

中

い

和

を

意

「

講

ト

左

お

乳

噛

商

康

活

も

ん

。

ン

=

の

授

カ

ア

健

生

ト

さ

る

サ
へ
た
と
と
引
い
ち
の
ス
野
い

こ

な

中

こ

R
か

性

ラ

天

て

白

即

あ

娠

う

告

点

女

イ

(

し

秀

あ

し

妊

い

認

視

も

、

」

重

優

る

も

、

と

市

な

ト

く

う

尊

・
な
、

色

、

U
的

ス

高

よ

を

告

に

に

た

う

つ

共

ラ

が

の

性

医

マ

分

い

よ

を

公

イ

度

風

感

剛

マ

部

が

え

表

、

。

成

よ

の

印

社

の

ん

控

意

く

品

完

そ

性

東
京
女
性
財
団
の
第
三
回

(
一
九
九
四
年
度
)
「
東
京
女

性
財
団
賞
」
「
女
性
に
や
さ
し

い
広
告
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞

作
品
が
決
ま
り
、
表
彰
式
が
、

一
月
十
四
日
の
午
後
、
東
京

・

有
楽
町
・
朝
日
ホ
l
ル
(
マ
リ

オ
ン
)
で
行
わ
れ
た
。

財
団
賞
は
羽
田
澄
子
さ
ん

(関
)
H
記
録
映
画
作
家
H
と

向
井
千
秋
さ
ん
(
位
)
日
宇
宙

開
発
事
業
団
宇
宙
飛
行
士
H
。

羽
田
さ
ん
は
一
九
五

O
年
に

岩
波
映
画
製
作
所
に
勤
め
て
か

ら
、
記
録
映
画
、
美
術
映
画
、

社
会
教
育
映
画
の
分
野
の
作
品

最優秀白三洋電機テブラコードる
すくペンキとパック〉篇=とのシリー
:ズは昨年もテレビCM部門優秀賞に輝
.いているが、ととしは最優秀白を獲得
した。 r子ともとともに気持よく留守
:番をする男性像を描いている。こんな
にやさしい男性ならいいな、と女性審
査員からことのほか好評だったJ r似J
.よりとのCMは暖か¥;、。所ジョージの
.持ち味がよく生き、広告とレて安定感
:が高Uリ (天野祐吉 ・審査委員会会長
の話)。

第3回東京女性財団賞厳選のう え決まる

マ
マ
に
な
る
あ
な
た
へ

パ4匂品
ノ和 "'." 

女
性
へ
の
偏
見
を
な
く
し
殻
を
破
る
時
代
ヘ

-受賞作品

....'10‘、
・伊 ..."，.，“ 

青嘗SUNTORY

く
、
昨
年
七
月
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
乗
り
込

み
、
日
本
女
性
初
の
宇
宙
飛
行

士
と
な
っ
た
。
向
井
さ
ん
の
字

‘戸二月以降に判決一----.

自治省通達踏まえた内容か

「
住
民
票
続
柄
差
別
反
対
裁

判
」
の
、
控
訴
審
判
決
の
判
決

期
日
が
取
り
消
し
に
な
っ
た
。

裁
判
所
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
の

が
、
昨
年
暮
れ
の
十
二
月
十
九

日
の
こ
と
。
同
月
二
十
七
日
の

判
決
日
に
向
り
て
、

H

勝
利
判

決
を
f
d
と
集
会
を
聞
い
た
こ

日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
判
決
の

目
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
と
、
東
京
弁
護
士
会
館

で
緊
急
集
会
が
開
か
れ
た
。「理

由
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ち
な
い

が
、
口
頭
弁
論
を
聞
か
せ
ず
、

司
法
判
断
で
違
憲
判
決
を
出
し

て
ほ
し
い
」
と
、
星
口
の
一
人

・

|女性にやさしい広告コンテスト

の
た
だ

一
人
の
子
ど
も
と
し
て
生
ま
れ
、
宗
教
を
異

に
す
る
パ
ル
シ
ィ
1
教
(プ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
)
の

フ
ェ
ロ
ー
ズ
・
ガ
ン
デ
ィ
と
結
婚
を
し
た
時
に
は
、

嵐
を
巻
き
起
こ
し
た
。
イ
ン
ド
古
来
の
伝
統
を
無
視

し
た
た
め
、
大
問
題
に
な
っ
た
。一

九
六
六
年
一
月

二
十
四
日
に
イ
ン
ド
の
第
三
岱
首
相
に
就
任
し
た
。

一
九
七
一
年
三
月
十
八
日
に
首
相
に
三
還
さ
れ

イ
ン
ド
政
府
の
政
策
と
な
り
、

一
九
七
六
年
二
月
二

十
五
日
に
は
避
妊
指
場
か
色
不
妊
手
術
強
襲
へ
方
向

転
換
さ
れ
、
四
月
十
六
日
に
、
出
生
率
を
十
年
後
に

は
士一
・
五
物
か
ら
二
・五
%
へ
切
り
下
げ
を
目
指
す

新
国
家
人
口
政
策
が
で
き
た
。
四
月
十
九
日
に
は
イ

ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
テ
ィ
!
の
二
番
目
の
息
子
サ
ン
ジ

ャ
イ
指
導
の
首
都
美
化
作
戦
、
不
妊
手
術
強
要
へ
の

反
発
か
ら
死
傷
者
多
数
を
出
し
暴
動
が
発
生
。一

九

七
七
年
三
月
十
六
日
に
総
選
挙
が
始
ま
り
、

三
月
二

十
日
ガ
ン
デ
ィ
1
母
子
港
湾
男
性
の
パ
イ
プ
カ
ッ

ト
か
ら
女
性
に
避
妊
手
術
を
行
う
こ
と
で
人
口
を
減

複
雑
な
感
情
で
批
判

I
・
ガ
ン
デ
ィ
l
首
相
の
こ
と

)
 
-(
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憲
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勝
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者筆隣

た
。選
挙
違
反
の
疑
い
を
理
由
に
、
ア
ラ
ハ
パ
l
ド

の

高
裁
か
ら
有
罪
判
決
を
受
り
た
ガ
ン
デ
ィ
l
首
相
は

け

「

国
内
の
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
」
と
い
う
理
由
で

劃

一
九
七
五
年
六
月
二
十
六
日
に
非
常
事
態
宣
言
を
行

一

ぃ
、
有
力
政
治
家
を
逮
捕
、
新
聞
通
信
の
検
閲
を
行
つ

日
ン
こ
。

ン

ー

力

一
年
間
に
約
千
五
百
万
人
の
人
口
増
加

(日
本
の

ヰ

最
近
五
年
間
の
人
口
増
加
は
年
約
四
十
万
人
)
を
記

列

録
し
、
一
か
月
に
約
百
二
十
五
方
人
増
加
し
て
い
る

後

イ
ン
ド
で
、
経
済
成
長
は
人
口
増
加
に
追
い
つ
か
な

い
状
態
で
あ
る
。一

九
五

一
年
に
出
生
減
少
政
策
が

ら
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
ぞ
れ
は
現
在
ま
で
続

い
て
い
る
。
三
月
二
十
一
日
に
非
常
事
態
宣
言
が
全

面
解
除
さ
れ
た
。
一
九
八
O
年
一
月
に
イ
ン
デ
ィ
ラ

.
ガ
ン
デ
ィ
l
は
一
再
び
政
権
に
復
帰
し
た
。
朝
の
時

間
は
イ
ン
ド
の
人
と
の
面
会
に
時
間
を
充
て
た
。
写

真
は
乙
の
、
政
権
復
帰
し
て
直
後
の
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
に
暗
殺
さ
れ
た
の
も
朝
の
面
会
に
行

く
途
中
で
あ
っ
た
。
「
あ
る
社
会
の
進
歩
の
度
合
い

を
測
る
に
は
、
そ
と
で
女
性
の
占
め
て
い
る
地
位
を

見
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
が
、
「
男

た
ち
は
、
そ
し
て
残
念
な
と
と
に
女
た
ち
ま
で
が
、

く
途
中
で
仕
事
を
辞
め
な
い
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

女
だ
か
ら
、
と
言
わ
せ
な
い
た

め
、
一
作
一
作
積
み
重
ね
実
績

を
作
り
、
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ

ま
し
た
」

。

「
自
分
の
生
き
る

中
で
女
へ
の
偏
見
を
跳
ね
返
す

努
力
を
続
け
ま
し
た
」

。

定
年
後
フ
リ
ー
で
、
好
き
な

テ
l
マ
を
映
画
に
す
る
た
め
に

全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

圃
堂
本
さ
ん
、
さ
き
が
け
へ

参
議
の
堂
本
暁
子
さ
ん
が
、

「
社
会
党

・
護
憲
民
主
連
合
」

を
離
脱
、
新
党
さ
き
が
け
に
入

党
す
る
。
社
会
党
の
方
向
性
が

見
え
て
来
ず
、
一
方
、
さ
き
が

け
は
、
地
球
環
境
、
行
政
改
革

に
前
向
き
だ
か
ら
と
い
う
の
が

そ
の
理
由
。

圏
l
B
A
、
代
用
監
獄
務
}
本

格
調
査
I
B
A
(国
際
法
曹
協
会
/

世
界
百
六
十
三
カ
国
加
盟
)
は
、

二
月
に
来
日
し
、
「
菟
罪
を
生
む

自
白
強
要
の
温
床
」
と
の
批
判

の
高
い
代
用
監
獄
を
調
査
、
結

果
を
日
本
政
府
へ
の
勧
告
書
と

し
て
ま
と
め
る
。
法
務
省

・
笹

察
庁
は
こ
れ
ま
で
三
度
に
わ
た

り
、
拘
禁
二
法
案
を
提
案
し
た

が
、
代
用
監
獄
の
存
続

・
強
化

を
図
る
も
の
と
し
て
い
ず
れ
も

廃
案
。
が
、
同
省
で
は
懲
り
も

せ
ず
、
四
度
目
の
提
案
を
し
よ

う
と
目
論
ん
で
い
る
。

圃
女
子
の
就
職
、
や
は
η
南
氷

河
期
』
円
一

文
部
省

・
内
定
率
調
査
(
昨

十
二
月
一
日
現
在
)
に
基
づ
く

推
計
に
よ
る
と
、
乙
の
三
月
に

大
学
・
短
大
を
卒
業
す
る
学
生

の
う
ち
、
十
三
万
人
が
、
就
職

未
定
。
中
で
も
女
子
の
多
い
短

大
は
六
一二

・
三
物
、
四
年
制
の

女
子
大
は
六
九

・
一
物
と
躍
る

わ
ず
。
全
体
を
通
し
て
の
男
女

別
で
も
、
男
子
八
九

・
O
物
に

対
し
て
女
子
は
七
七

・
八
悌
O

H

景
気
に
明
る
い
兆
し
H

な
ど

の
一
言
葉
と
は
裏
腹
な
女
子
の
内

定
率
を
ど
う
見
た
ろ
い
い
の

か
。

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
一

言
う
。
向
井
さ
ん
が
宇
宙
飛
行
一

の
訓
練
を
始
め
て
か
ら
十
年
に

一

な
る
。
「
い
つ
も
仕
事
が
大
好
，

き
で
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と
、

常
に
信
じ
て
歩
ん
で
き
た
。
」
。

「
大
学
二
年
生
の
時
、
自
分
自

身
の
言
葉
の
中
に
無
意
識
に
、

男
の
く
せ
に
、
女
の
く
せ
に
、

と
言
っ
て
い
る
の
を
発
見
。
男

女
に
と
ら
わ
れ
ず

一
人
の
人
間

と
し
て
生
き
よ
う
と
思
っ
た」

と
言
う
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
女

性
も
男
性
も
、
女
、
男
の
殻
を

破
る
時
。
人
間
と
し
て
す
ば
ら

し
く
生
き
よ
う
」
と
結
ん
だ
。

ハ
〆

新
年
早
々
怒
っ
て

~
れ
J

い
て
申
し
わ
り
な
い

一
州

一
が
、
毎
年
、
正
月
に

/
た
¥
な
る
と
何
と
か
な
ら

な
い
か
と
思
う
こ
と

が
二
つ
。
第
一
は
、
仕
事
初
め

の
女
性
の
握
袖
姿
。
何
で
仕
事

の
場
に
、
女
性
だ
け
が
パ
ー
テ

ィ
の
よ
う
に
握
袖
で
出
勤
す
る

の
か
V
乙
と
し
の

一
月
四
日
は

土
砂
降
り
の
雨
。
大
事
な
晴
れ

着
の
す
そ
を
か
ら
げ
る
よ
う
に

し
て
歩
い
て
い
る
姿
を
テ
レ
ビ

で
見
て
、
バ
カ
バ
カ
し
い
よ
う

な
、
気
の
毒
の
よ
う
な
V
い
つ

ご
ろ
か
ら
仕
事
初
め
に
掻
袖
を

着
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
働

く
こ
と
と
金
く
無
縁
と
い
う
か

が
対
極
H

に
あ
る
姿
に
着
飾
っ

た
女
性
を
男
性
た
ち
が
目
を
細

め
て
眺
め
る
。
ま
さ
に
H

職
場

の
花
H

発
想
の
最
た
る
も
の
で

は
な
い
か
V
念
の
た
め
に
、
私

は
匿
袖
そ
の
も
の
が
い
け
な
い

と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ウ
ン
十
万
円
し
て
、

一
生
の
う

ち
に
一二
、
四
回
し
か
着
な
く
て

も
、
そ
れ
は
本
人
の
自
由
。
た

だ
し
、
着
る
べ
き
場
に
着
て
行

っ
て
ほ
し
い
V
も
う

一
つ
な
ん

と
も
バ
カ
バ
カ
し
い
の
が
、
特

番
と
称
す
る
正
月
の
テ
レ
ビ
、

よ
く
も
毎
年
、
こ
れ
だ
け
く
だ

ろ
な
く
さ
わ
が
し
い
も
の
を
作

れ
る
か
と
あ
き
れ
る
ば
か
り
V

正
月
は
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
み

て
、
夜
は
テ
レ
ビ
な
し
で
静
か

に
{
ケ
¥
こ
と
に
し
て
い
た
が
、

い
い
チ
ャ
ン
永
ル
を
発
見
し

た
。
教
育
テ
レ
ビ
だ
。
こ
と
し

は
二
日
は
歌
舞
伎
、
三
日
は
ニ

ュ
1
イ
ヤ
l
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽

し
ん
だ
。
歌
舞
伎
は
助
六
。
歌

舞
伎
を
見
に
行
く
暇
も
な
か
な

か
な
い
し
、
た
と
え
行
っ
て
も

私
な
ど
そ
ん
な
に
い
い
席
が
と

-

れ
る
わ
け
も
な
い
。
患
よ
席
で

一

み
て
、
お
ま
け
に
、
団
十
郎
の

一

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
り
。
コ
ン
サ

一

l
ト
は
、
人
気
オ
ペ
ラ
の
有
名

一

な
ア
リ
ア
を
一
流
の
オ
ペ
ラ
敵

一

手
の
出
演
で
、
ま
こ
と
に
豪
華

一

な
気
分
だ
っ
た
V
教
育
テ
レ
ビ

一

の
効
用
は
、
昭
和
天
皇
の
発
病

一

か
ら
葬
儀
に
い
た
る
一
連
の
臼

一

々
に
も
味
わ
っ
た
。
こ
の
チ
ャ一

ン
ネ
ル
の
貴
重
さ
を
改
め
て
思

一

っ
た
。

休
刊
の
和
レ
与
}

l
月
初
日
号

(1
0
8
7

号
)
は
、
休
刊
し
ま
す
。

全
国
婦
人
新
聞
社

女
性
の
た
め
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

民

甥

越

箪

・

辻

敢

著

(

有

斐

閣

選

書

)

定
価
一
六
四
八
円

2
剖

-
法
律

・
貌
金
の
基
礎
知
滋

夫
の
死
後
に
す
ぐ
的
出
す
る
相
絞
町
田

川
川
唱
の
処
即
日
。
山M
M
柑
な
税
金
の
知
ぷ
も
欠
か
せ
な
い

。
相
続
の
判
ふ

法
作
と
悦
令
に
つ
い
て
の
九
体
的
な
行
間
に
、
弁
zm
川
上
と
公
が
仲
町
田

会
川
ー
が
凶
を
仰
い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
併
科
す
る
。

神

的

引
世
紀
家
族
ヘ
若
い
女
性
の
法
律
ガ
イ
ド
桝

落
合
恵
美
子
著
(
還
・
)
定
価
一
六
四
八
円
大
谷
様
子

・
福
島
渦
稼
箸
定
価
一
五
四
五
円

千日明

-
家
族
の
戦
後
体
3
の
見
か
た
・
超
え
か
た
.
ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
を
応
帽
置
す
る

刊
以
l
-フ
極
活

凡
引
の
家
政
命
を
色
あ
せ
さ
せ
た
話
題
の
A

プ
ル
が
ル
1

・じ
た
と
主
の
サ
パ
イ
パ
ル
プ
y
ク

京
詑
E
-

労
働
力
の
女
性
化
紛

竹
中
葱
美
子
・
久
湖
沼
子
園
欄
定
価
一
九
五
七
円

l
T

八

1
司
代
の
転
換
に
大
き
な
伐
閣
を
恥
た
し
た

労
働
h
M

の
K
性
化
の
本
貨
を
係
っ
た
り
J
の
A

閣有斐

人
工
生
殖
の
法
律
学

石
井
美
留
子
著
定
価
一
七
O
O円

-
生
殖
医
療
の
発
達
と
家
旗
志

家
政
法

以
下
法
的
・
げ
州
場
か
ら
こ
の
問
題
を
vwJλ

る

老
女
は
な
ぜ
家
族
に
殺
さ
れ
る
の
か

武
田
京
子
箸
・
家
族
介
護
殺
人
事
件
事
件
の
実
態
を
分
析
し
、
そ
こ
に

司
」
共
通
す
る
家
族
介
瞳
の問
題
点
を
指
摘
。

o
p
醤
B
・
一
六
0
0円

一一房
一
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
IL

I
-
-
-

一重
日
本
の
ホ
ス
ピ
ス
之
れ
で
い
い
か

一
ア
一
田町田一輝政編
・
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
へ
の
視
点

付
・
ホ
ス
ピ
ス
/
櫨
和
ケ
ア

一ヴ
一
病
棟
/
ホ
ス
ピ
ス
関
連
団
佑
一
覧

二回
O
O円

亘

遠
く
な
い
定
年
・
近
く
な
い
老
後

一乞
百
陪
ぽ
直
崎
ほ
巳
厄
日
2
戸
」
ぬ
陥

1

21高
齢
社
会
と
地
方
分
権

斉
聴
弥
生
/
山
井
和
則
箸
・
福
祉
の
主
役
は
市
町
村
二
二
O
O円

wd鰭

誌

t
r
l
L

1
m

Ed----
閣
制

骨・
-
-
E
h
z
m踊

治

a-----EV事
d
h

配

aM閥

均
附

um議

考

u
v
‘セ

四

H
聞や

と

a・
・
司
一

M
m
E

、iuu
17号〈新刊〉特集家族その将来の明暗を問う

符集鼎絞 「未来の家~像Jを展望する
〈ゲスト〉斎霞学・金獄清子 〈司会〉原田瑠美子
特集総文送制審議会の区案ガもたら写もの二宮周平

国際家族年ガ意昧するもの 伊康セツ
特集ルポ家族個人化の時代
インタビュー門野晴子+圧司洋予+御原富士子+

沼田咲子+丸岡F君子+樋口恵子 他
新連m人間の牲のJレーツを祭る①ー 痩本知郎
近代位学名著探険記① 山本直葵

海外レポートストックホルム サンフランシスコ
モスクワ ベトナム

日本の家族を考える
吉武輝子編・女 ・男・宗族のゆくえ
シソーズ〈女・あすIこ笠きる> 1800同
弓=607:京者sLl.Jおり奇釆ム答書軍首24説歪01020-0-8076
宅配可 。価格は税込み。ft075-581-0296 

る
円

て
詰
え
ル
ー
よ
ぷ
問

y
会
ヨ

そ
…山
口

に

割
当、/E

F
レ
彦
芭
監
編

.
り
子
会

て

恵
の

チ
~
J

口一性
樋
女

16号エイズ 共生・共存の展望をひらく

15号女性の性的欲求と性行動
14号 10代の住と「純潔事実育Jを考える
13号いま、あらためて人工妊娠申絶を問う

東山書房 務理望号l兵員ミ
帯 104東京書日中央区新)112-2-1-708合日3(3553)日358
甲 615京都市右京区山之内大町5-3窓口75(84])9278 

-
大
人
も
満
足
、
小
さ
い
子
の
い
る
家
・の
ご
は
ん
料
理

奥

薗

響

子

の

ご

ゅ

ん

料

理

鼠

り

つ

こ

げ

4
1
a
-
-
E
d
a
-
-・
圃
d

，.•. 
E
'

・
4.‘

.2a』
a
E
E
E

主
食
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
主
役
に
芯
り
切
れ
怠
い
米
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

生
の
米
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
残
り
ご
は
ん
ま
で
、
す
べ
て
お
い
し
く
料
理
し

-

一

ト

‘
厳
尚
判

明
頁
カ
ラ
l
口
給
付

*
4
1
3
5
0円

-

奥

歯

串

骨

子

の

好

評

/

.

子
育
て
ご
は
ん
わ
た
し
涜

銭
ラ
は
註
綾

子
育
て
お
や
つ
わ
た
し
流

則的
U
WU崎明

崎
市
川
グ
ン
和
風
ケ

l
キ

aク
ッ
キ
ー

一一
脱出
口代わ
日仲間

-
シ
|
ラ
・
キ
ッ
ツ
イ
ン
ガ
l
著

「お
産
は
、
も

と
も
と
女
た
ち
が
経
験
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
手
伝

っ
た
も
の
』
と
語
る
英
国
助
産
婦
教
育
の
第
一
人
者

・
戸
田
律
子
・
き
く
ち
さ
か
え
監
訳

岡
本
千
草
・

佐
藤
由
美
子
・
大
谷
直
美・

菅
沼
ひ
ろ
子
他
訳
.
助

産
婦
・保
健
婦
他
全
員
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
邦
訳

私らしいお産、赤ぢゃんにやさしいお産のために/

セ
イ
ロ
ン
の
ス
ィ
リ
マ
ヴ
ォ
・
パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

に
続
く
史
上
二
人
目
の
女
性
首
相
で
あ
る
イ
ン
デ
ィ

ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
l
は
一
九
八
四
年
四
月
十
日
に
宗
教

対
立
の
中
、
シ
ー
ク
教
徒
の
自
ら
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー

ド
に
暗
殺
さ
れ
六
十
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

イ
ン
ド
北
部
ウ
ッ
ダ
ル

・
プ
ラ
テ
1

シ
ュ
州
の
法

四
界
の
名
門
に
生
ま
れ
、
マ
ハ
ト
マ

・
ガ
ン
デ
ィ
1

の
独
立
運
動
に
共
鳴
し
、
共
に
闘
い
独
立
イ
ン
ド
の

初
代
首
相
と
な
り
、
十
七
年
間
、
死
に
至
る
ま
で
首

相
の
地
位
に
あ
っ
た
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
l
ル
・
ネ
ル
l

シーラおばさんの妊娠と節度の本

-
A
B判
上
製
函
入

ω頁

*
定
価
5
、
8
0
0円

台
結
婚
祝
い
な
ど
の
燈
り

物
に
も
醤
こ
ば
れ
ま
す
。

好
評
発
売
中
/

.

目困困問呈
干107東京郡港区赤坂7-6-1

-
山
康
文
協
の
お
涯
の

お

産

が

ゆ

く

・

少
震
日
時
代
の
と
だ
わ
り
マ
タ
ニ
テ
イ

き
く
ち
さ
か
え
箸
現
代
お
産
事
情
を
産
む
側
の
自
で
追
う
。
*
1
2
5
0
円

お
産
っ
て
楽
し
い
ね

吉
村
正
・
山
田
佳
子
箸

手
づ
く
り
お
産
の
吉
村
病
院
で
は
。
*
4
1
0
3
0円

お
産
っ
て
自
然
で
な
く
っ
ち
ゃ
ね

吉
村
正
著
・
清
原
な
つ
の
マ
ン
ガ
あ
る
産
科
医
の
警
官一一目。

*
4
1
3
0
0
円

一

夜

炭

水

中

出

産

・

片
桐
助
産
続
の
震
か
ら

山
内
孝
道
箸
経
験
者
が
皆
「
よ
か
っ
た
』
と
い
う
水
中
出
産
。
*
4
4
2
5
0円

タ
イ
ミ
ン
グ
妊
娠
法

市
川
茂
孝
著
性
交
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
元
気
な
子
を
。

$
1
2
5
0円

第 1086雪
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新
し
い
男
女
像
の
五
作
品
に

女
性
に
や
さ
し
い
広
告
コ
ン
テ
ス
ト

を
作
り
続
け
て
き
た
。

一
九
七

七
年
自
主
制
作
「
漕
墨
の
桜
」

で
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受

け
注
目
を
浴
び
た
。
近
年
、
「
痴

呆
性
老
人
の
世
界
」
「
安
心
し

て
老
い
る
た
め
に
」
な
ど
老
人

問
題
の
理
解
を
深
め
る
作
品
を

発
表
し
た
。
日
本
は
お
ろ
か
海

、
外
で
も
女
性
映
画
監
督
は
少
な

品

く
、
羽
田
さ
ん
の
長
年
の
映
画

秋
製
作
の
功
績
、
女
性
の
地
位
向

野

上
へ
は
た
し
た
役
割
が
評
価
さ

向
れ
た
。

向
井
さ
ん
は
い
う
ま
で
も
な

会

字

ゃ

を

o
な

作

い

、

女

式

る

ち

酒

る

で

た

添

く

で

株

あ

赤

お

あ

フ

え

に

か

)

一

に

に

は

で

引

考

誠

暖

評

リ

下

腹

中

い

和

を

意

「

講

ト

左

お

乳

噛

商

康

活

も

ん

。

ン

=

の

授

カ

ア

健

生

ト

さ

る

サ
へ
た
と
と
引
い
ち
の
ス
野
い

こ

な

中

こ

R
か

性

ラ

天

て

白

即

あ

娠

う

告

点

女

イ

(

し

秀

あ

し

妊

い

認

視

も

、

」

重

優

る

も

、

と

市

な

ト

く

う

尊

・
な
、

色

、

U
的

ス

高

よ

を

告

に

に

た

う

つ

共

ラ

が

の

性

医

マ

分

い

よ

を

公

イ

度

風

感

剛

マ

部

が

え

表

、

。

成

よ

の

印

社

の

ん

控

意

く

品

完

そ

性

東
京
女
性
財
団
の
第
三
回

(
一
九
九
四
年
度
)
「
東
京
女

性
財
団
賞
」
「
女
性
に
や
さ
し

い
広
告
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞

作
品
が
決
ま
り
、
表
彰
式
が
、

一
月
十
四
日
の
午
後
、
東
京

・

有
楽
町
・
朝
日
ホ
l
ル
(
マ
リ

オ
ン
)
で
行
わ
れ
た
。

財
団
賞
は
羽
田
澄
子
さ
ん

(関
)
H
記
録
映
画
作
家
H
と

向
井
千
秋
さ
ん
(
位
)
日
宇
宙

開
発
事
業
団
宇
宙
飛
行
士
H
。

羽
田
さ
ん
は
一
九
五

O
年
に

岩
波
映
画
製
作
所
に
勤
め
て
か

ら
、
記
録
映
画
、
美
術
映
画
、

社
会
教
育
映
画
の
分
野
の
作
品

最優秀白三洋電機テブラコードる
すくペンキとパック〉篇=とのシリー
:ズは昨年もテレビCM部門優秀賞に輝
.いているが、ととしは最優秀白を獲得
した。 r子ともとともに気持よく留守
:番をする男性像を描いている。こんな
にやさしい男性ならいいな、と女性審
査員からことのほか好評だったJ r似J
.よりとのCMは暖か¥;、。所ジョージの
.持ち味がよく生き、広告とレて安定感
:が高Uリ (天野祐吉 ・審査委員会会長
の話)。

第3回東京女性財団賞厳選のう え決まる

マ
マ
に
な
る
あ
な
た
へ

パ4匂品
ノ和 "'." 

女
性
へ
の
偏
見
を
な
く
し
殻
を
破
る
時
代
ヘ

-受賞作品

....'10‘、
・伊 ..."，.，“ 

青嘗SUNTORY

く
、
昨
年
七
月
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
乗
り
込

み
、
日
本
女
性
初
の
宇
宙
飛
行

士
と
な
っ
た
。
向
井
さ
ん
の
字

‘戸二月以降に判決一----.

自治省通達踏まえた内容か

「
住
民
票
続
柄
差
別
反
対
裁

判
」
の
、
控
訴
審
判
決
の
判
決

期
日
が
取
り
消
し
に
な
っ
た
。

裁
判
所
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
の

が
、
昨
年
暮
れ
の
十
二
月
十
九

日
の
こ
と
。
同
月
二
十
七
日
の

判
決
日
に
向
り
て
、

H

勝
利
判

決
を
f
d
と
集
会
を
聞
い
た
こ

日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
判
決
の

目
、
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
と
、
東
京
弁
護
士
会
館

で
緊
急
集
会
が
開
か
れ
た
。「理

由
は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ち
な
い

が
、
口
頭
弁
論
を
聞
か
せ
ず
、

司
法
判
断
で
違
憲
判
決
を
出
し

て
ほ
し
い
」
と
、
星
口
の
一
人

・

|女性にやさしい広告コンテスト

の
た
だ

一
人
の
子
ど
も
と
し
て
生
ま
れ
、
宗
教
を
異

に
す
る
パ
ル
シ
ィ
1
教
(プ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
)
の

フ
ェ
ロ
ー
ズ
・
ガ
ン
デ
ィ
と
結
婚
を
し
た
時
に
は
、

嵐
を
巻
き
起
こ
し
た
。
イ
ン
ド
古
来
の
伝
統
を
無
視

し
た
た
め
、
大
問
題
に
な
っ
た
。一

九
六
六
年
一
月

二
十
四
日
に
イ
ン
ド
の
第
三
岱
首
相
に
就
任
し
た
。

一
九
七
一
年
三
月
十
八
日
に
首
相
に
三
還
さ
れ

イ
ン
ド
政
府
の
政
策
と
な
り
、

一
九
七
六
年
二
月
二

十
五
日
に
は
避
妊
指
場
か
色
不
妊
手
術
強
襲
へ
方
向

転
換
さ
れ
、
四
月
十
六
日
に
、
出
生
率
を
十
年
後
に

は
士一
・
五
物
か
ら
二
・五
%
へ
切
り
下
げ
を
目
指
す

新
国
家
人
口
政
策
が
で
き
た
。
四
月
十
九
日
に
は
イ

ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
テ
ィ
!
の
二
番
目
の
息
子
サ
ン
ジ

ャ
イ
指
導
の
首
都
美
化
作
戦
、
不
妊
手
術
強
要
へ
の

反
発
か
ら
死
傷
者
多
数
を
出
し
暴
動
が
発
生
。一

九

七
七
年
三
月
十
六
日
に
総
選
挙
が
始
ま
り
、

三
月
二

十
日
ガ
ン
デ
ィ
1
母
子
港
湾
男
性
の
パ
イ
プ
カ
ッ

ト
か
ら
女
性
に
避
妊
手
術
を
行
う
こ
と
で
人
口
を
減

複
雑
な
感
情
で
批
判

I
・
ガ
ン
デ
ィ
l
首
相
の
こ
と

)
 
-(
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憲
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者筆隣

た
。選
挙
違
反
の
疑
い
を
理
由
に
、
ア
ラ
ハ
パ
l
ド

の

高
裁
か
ら
有
罪
判
決
を
受
り
た
ガ
ン
デ
ィ
l
首
相
は

け

「

国
内
の
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
」
と
い
う
理
由
で

劃

一
九
七
五
年
六
月
二
十
六
日
に
非
常
事
態
宣
言
を
行

一

ぃ
、
有
力
政
治
家
を
逮
捕
、
新
聞
通
信
の
検
閲
を
行
つ

日
ン
こ
。

ン

ー

力

一
年
間
に
約
千
五
百
万
人
の
人
口
増
加

(日
本
の

ヰ

最
近
五
年
間
の
人
口
増
加
は
年
約
四
十
万
人
)
を
記

列

録
し
、
一
か
月
に
約
百
二
十
五
方
人
増
加
し
て
い
る

後

イ
ン
ド
で
、
経
済
成
長
は
人
口
増
加
に
追
い
つ
か
な

い
状
態
で
あ
る
。一

九
五

一
年
に
出
生
減
少
政
策
が

ら
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
ぞ
れ
は
現
在
ま
で
続

い
て
い
る
。
三
月
二
十
一
日
に
非
常
事
態
宣
言
が
全

面
解
除
さ
れ
た
。
一
九
八
O
年
一
月
に
イ
ン
デ
ィ
ラ

.
ガ
ン
デ
ィ
l
は
一
再
び
政
権
に
復
帰
し
た
。
朝
の
時

間
は
イ
ン
ド
の
人
と
の
面
会
に
時
間
を
充
て
た
。
写

真
は
乙
の
、
政
権
復
帰
し
て
直
後
の
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
に
暗
殺
さ
れ
た
の
も
朝
の
面
会
に
行

く
途
中
で
あ
っ
た
。
「
あ
る
社
会
の
進
歩
の
度
合
い

を
測
る
に
は
、
そ
と
で
女
性
の
占
め
て
い
る
地
位
を

見
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
が
、
「
男

た
ち
は
、
そ
し
て
残
念
な
と
と
に
女
た
ち
ま
で
が
、

く
途
中
で
仕
事
を
辞
め
な
い
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

女
だ
か
ら
、
と
言
わ
せ
な
い
た

め
、
一
作
一
作
積
み
重
ね
実
績

を
作
り
、
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ

ま
し
た
」

。

「
自
分
の
生
き
る

中
で
女
へ
の
偏
見
を
跳
ね
返
す

努
力
を
続
け
ま
し
た
」

。

定
年
後
フ
リ
ー
で
、
好
き
な

テ
l
マ
を
映
画
に
す
る
た
め
に

全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

圃
堂
本
さ
ん
、
さ
き
が
け
へ

参
議
の
堂
本
暁
子
さ
ん
が
、

「
社
会
党

・
護
憲
民
主
連
合
」

を
離
脱
、
新
党
さ
き
が
け
に
入

党
す
る
。
社
会
党
の
方
向
性
が

見
え
て
来
ず
、
一
方
、
さ
き
が

け
は
、
地
球
環
境
、
行
政
改
革

に
前
向
き
だ
か
ら
と
い
う
の
が

そ
の
理
由
。

圏
l
B
A
、
代
用
監
獄
務
}
本

格
調
査
I
B
A
(国
際
法
曹
協
会
/

世
界
百
六
十
三
カ
国
加
盟
)
は
、

二
月
に
来
日
し
、
「
菟
罪
を
生
む

自
白
強
要
の
温
床
」
と
の
批
判

の
高
い
代
用
監
獄
を
調
査
、
結

果
を
日
本
政
府
へ
の
勧
告
書
と

し
て
ま
と
め
る
。
法
務
省

・
笹

察
庁
は
こ
れ
ま
で
三
度
に
わ
た

り
、
拘
禁
二
法
案
を
提
案
し
た

が
、
代
用
監
獄
の
存
続

・
強
化

を
図
る
も
の
と
し
て
い
ず
れ
も

廃
案
。
が
、
同
省
で
は
懲
り
も

せ
ず
、
四
度
目
の
提
案
を
し
よ

う
と
目
論
ん
で
い
る
。

圃
女
子
の
就
職
、
や
は
η
南
氷

河
期
』
円
一

文
部
省

・
内
定
率
調
査
(
昨

十
二
月
一
日
現
在
)
に
基
づ
く

推
計
に
よ
る
と
、
乙
の
三
月
に

大
学
・
短
大
を
卒
業
す
る
学
生

の
う
ち
、
十
三
万
人
が
、
就
職

未
定
。
中
で
も
女
子
の
多
い
短

大
は
六
一二

・
三
物
、
四
年
制
の

女
子
大
は
六
九

・
一
物
と
躍
る

わ
ず
。
全
体
を
通
し
て
の
男
女

別
で
も
、
男
子
八
九

・
O
物
に

対
し
て
女
子
は
七
七

・
八
悌
O

H

景
気
に
明
る
い
兆
し
H

な
ど

の
一
言
葉
と
は
裏
腹
な
女
子
の
内

定
率
を
ど
う
見
た
ろ
い
い
の

か
。

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
一

言
う
。
向
井
さ
ん
が
宇
宙
飛
行
一

の
訓
練
を
始
め
て
か
ら
十
年
に

一

な
る
。
「
い
つ
も
仕
事
が
大
好
，

き
で
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と
、

常
に
信
じ
て
歩
ん
で
き
た
。
」
。

「
大
学
二
年
生
の
時
、
自
分
自

身
の
言
葉
の
中
に
無
意
識
に
、

男
の
く
せ
に
、
女
の
く
せ
に
、

と
言
っ
て
い
る
の
を
発
見
。
男

女
に
と
ら
わ
れ
ず

一
人
の
人
間

と
し
て
生
き
よ
う
と
思
っ
た」

と
言
う
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
女

性
も
男
性
も
、
女
、
男
の
殻
を

破
る
時
。
人
間
と
し
て
す
ば
ら

し
く
生
き
よ
う
」
と
結
ん
だ
。

ハ
〆

新
年
早
々
怒
っ
て

~
れ
J

い
て
申
し
わ
り
な
い

一
州

一
が
、
毎
年
、
正
月
に

/
た
¥
な
る
と
何
と
か
な
ら

な
い
か
と
思
う
こ
と

が
二
つ
。
第
一
は
、
仕
事
初
め

の
女
性
の
握
袖
姿
。
何
で
仕
事

の
場
に
、
女
性
だ
け
が
パ
ー
テ

ィ
の
よ
う
に
握
袖
で
出
勤
す
る

の
か
V
乙
と
し
の

一
月
四
日
は

土
砂
降
り
の
雨
。
大
事
な
晴
れ

着
の
す
そ
を
か
ら
げ
る
よ
う
に

し
て
歩
い
て
い
る
姿
を
テ
レ
ビ

で
見
て
、
バ
カ
バ
カ
し
い
よ
う

な
、
気
の
毒
の
よ
う
な
V
い
つ

ご
ろ
か
ら
仕
事
初
め
に
掻
袖
を

着
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
働

く
こ
と
と
金
く
無
縁
と
い
う
か

が
対
極
H

に
あ
る
姿
に
着
飾
っ

た
女
性
を
男
性
た
ち
が
目
を
細

め
て
眺
め
る
。
ま
さ
に
H

職
場

の
花
H

発
想
の
最
た
る
も
の
で

は
な
い
か
V
念
の
た
め
に
、
私

は
匿
袖
そ
の
も
の
が
い
け
な
い

と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ウ
ン
十
万
円
し
て
、

一
生
の
う

ち
に
一二
、
四
回
し
か
着
な
く
て

も
、
そ
れ
は
本
人
の
自
由
。
た

だ
し
、
着
る
べ
き
場
に
着
て
行

っ
て
ほ
し
い
V
も
う

一
つ
な
ん

と
も
バ
カ
バ
カ
し
い
の
が
、
特

番
と
称
す
る
正
月
の
テ
レ
ビ
、

よ
く
も
毎
年
、
こ
れ
だ
け
く
だ

ろ
な
く
さ
わ
が
し
い
も
の
を
作

れ
る
か
と
あ
き
れ
る
ば
か
り
V

正
月
は
ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
み

て
、
夜
は
テ
レ
ビ
な
し
で
静
か

に
{
ケ
¥
こ
と
に
し
て
い
た
が
、

い
い
チ
ャ
ン
永
ル
を
発
見
し

た
。
教
育
テ
レ
ビ
だ
。
こ
と
し

は
二
日
は
歌
舞
伎
、
三
日
は
ニ

ュ
1
イ
ヤ
l
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽

し
ん
だ
。
歌
舞
伎
は
助
六
。
歌

舞
伎
を
見
に
行
く
暇
も
な
か
な

か
な
い
し
、
た
と
え
行
っ
て
も

私
な
ど
そ
ん
な
に
い
い
席
が
と

-

れ
る
わ
け
も
な
い
。
患
よ
席
で

一

み
て
、
お
ま
け
に
、
団
十
郎
の

一

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
り
。
コ
ン
サ

一

l
ト
は
、
人
気
オ
ペ
ラ
の
有
名

一

な
ア
リ
ア
を
一
流
の
オ
ペ
ラ
敵

一

手
の
出
演
で
、
ま
こ
と
に
豪
華

一

な
気
分
だ
っ
た
V
教
育
テ
レ
ビ

一

の
効
用
は
、
昭
和
天
皇
の
発
病

一

か
ら
葬
儀
に
い
た
る
一
連
の
臼

一

々
に
も
味
わ
っ
た
。
こ
の
チ
ャ一

ン
ネ
ル
の
貴
重
さ
を
改
め
て
思

一

っ
た
。

休
刊
の
和
レ
与
}

l
月
初
日
号

(1
0
8
7

号
)
は
、
休
刊
し
ま
す
。

全
国
婦
人
新
聞
社

女
性
の
た
め
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

民

甥

越

箪

・

辻

敢

著

(

有

斐

閣

選

書

)

定
価
一
六
四
八
円

2
剖

-
法
律

・
貌
金
の
基
礎
知
滋

夫
の
死
後
に
す
ぐ
的
出
す
る
相
絞
町
田

川
川
唱
の
処
即
日
。
山M
M
柑
な
税
金
の
知
ぷ
も
欠
か
せ
な
い

。
相
続
の
判
ふ

法
作
と
悦
令
に
つ
い
て
の
九
体
的
な
行
間
に
、
弁
zm
川
上
と
公
が
仲
町
田

会
川
ー
が
凶
を
仰
い
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
併
科
す
る
。

神

的

引
世
紀
家
族
ヘ
若
い
女
性
の
法
律
ガ
イ
ド
桝

落
合
恵
美
子
著
(
還
・
)
定
価
一
六
四
八
円
大
谷
様
子

・
福
島
渦
稼
箸
定
価
一
五
四
五
円

千日明

-
家
族
の
戦
後
体
3
の
見
か
た
・
超
え
か
た
.
ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
を
応
帽
置
す
る

刊
以
l
-フ
極
活

凡
引
の
家
政
命
を
色
あ
せ
さ
せ
た
話
題
の
A

プ
ル
が
ル
1

・じ
た
と
主
の
サ
パ
イ
パ
ル
プ
y
ク

京
詑
E
-

労
働
力
の
女
性
化
紛

竹
中
葱
美
子
・
久
湖
沼
子
園
欄
定
価
一
九
五
七
円

l
T

八

1
司
代
の
転
換
に
大
き
な
伐
閣
を
恥
た
し
た

労
働
h
M

の
K
性
化
の
本
貨
を
係
っ
た
り
J
の
A

閣有斐

人
工
生
殖
の
法
律
学

石
井
美
留
子
著
定
価
一
七
O
O円

-
生
殖
医
療
の
発
達
と
家
旗
志

家
政
法

以
下
法
的
・
げ
州
場
か
ら
こ
の
問
題
を
vwJλ

る

老
女
は
な
ぜ
家
族
に
殺
さ
れ
る
の
か

武
田
京
子
箸
・
家
族
介
護
殺
人
事
件
事
件
の
実
態
を
分
析
し
、
そ
こ
に

司
」
共
通
す
る
家
族
介
瞳
の問
題
点
を
指
摘
。

o
p
醤
B
・
一
六
0
0円

一一房
一
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
IL

I
-
-
-

一重
日
本
の
ホ
ス
ピ
ス
之
れ
で
い
い
か

一
ア
一
田町田一輝政編
・
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
へ
の
視
点

付
・
ホ
ス
ピ
ス
/
櫨
和
ケ
ア

一ヴ
一
病
棟
/
ホ
ス
ピ
ス
関
連
団
佑
一
覧

二回
O
O円

亘

遠
く
な
い
定
年
・
近
く
な
い
老
後

一乞
百
陪
ぽ
直
崎
ほ
巳
厄
日
2
戸
」
ぬ
陥

1

21高
齢
社
会
と
地
方
分
権

斉
聴
弥
生
/
山
井
和
則
箸
・
福
祉
の
主
役
は
市
町
村
二
二
O
O円

wd鰭

誌

t
r
l
L

1
m

Ed----
閣
制

骨・
-
-
E
h
z
m踊

治

a-----EV事
d
h

配

aM閥

均
附

um議

考

u
v
‘セ

四

H
聞や

と

a・
・
司
一

M
m
E

、iuu
17号〈新刊〉特集家族その将来の明暗を問う

符集鼎絞 「未来の家~像Jを展望する
〈ゲスト〉斎霞学・金獄清子 〈司会〉原田瑠美子
特集総文送制審議会の区案ガもたら写もの二宮周平

国際家族年ガ意昧するもの 伊康セツ
特集ルポ家族個人化の時代
インタビュー門野晴子+圧司洋予+御原富士子+

沼田咲子+丸岡F君子+樋口恵子 他
新連m人間の牲のJレーツを祭る①ー 痩本知郎
近代位学名著探険記① 山本直葵

海外レポートストックホルム サンフランシスコ
モスクワ ベトナム

日本の家族を考える
吉武輝子編・女 ・男・宗族のゆくえ
シソーズ〈女・あすIこ笠きる> 1800同
弓=607:京者sLl.Jおり奇釆ム答書軍首24説歪01020-0-8076
宅配可 。価格は税込み。ft075-581-0296 

る
円

て
詰
え
ル
ー
よ
ぷ
問

y
会
ヨ

そ
…山
口

に

割
当、/E

F
レ
彦
芭
監
編

.
り
子
会

て

恵
の

チ
~
J

口一性
樋
女

16号エイズ 共生・共存の展望をひらく

15号女性の性的欲求と性行動
14号 10代の住と「純潔事実育Jを考える
13号いま、あらためて人工妊娠申絶を問う

東山書房 務理望号l兵員ミ
帯 104東京書日中央区新)112-2-1-708合日3(3553)日358
甲 615京都市右京区山之内大町5-3窓口75(84])9278 

-
大
人
も
満
足
、
小
さ
い
子
の
い
る
家
・の
ご
は
ん
料
理

奥

薗

響

子

の

ご

ゅ

ん

料

理

鼠

り

つ

こ

げ

4
1
a
-
-
E
d
a
-
-・
圃
d

，.•. 
E
'

・
4.‘

.2a』
a
E
E
E

主
食
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
主
役
に
芯
り
切
れ
怠
い
米
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

生
の
米
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
残
り
ご
は
ん
ま
で
、
す
べ
て
お
い
し
く
料
理
し

-

一

ト

‘
厳
尚
判

明
頁
カ
ラ
l
口
給
付

*
4
1
3
5
0円

-

奥

歯

串

骨

子

の

好

評

/

.

子
育
て
ご
は
ん
わ
た
し
涜

銭
ラ
は
註
綾

子
育
て
お
や
つ
わ
た
し
流

則的
U
WU崎明

崎
市
川
グ
ン
和
風
ケ

l
キ

aク
ッ
キ
ー

一一
脱出
口代わ
日仲間

-
シ
|
ラ
・
キ
ッ
ツ
イ
ン
ガ
l
著

「お
産
は
、
も

と
も
と
女
た
ち
が
経
験
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
手
伝

っ
た
も
の
』
と
語
る
英
国
助
産
婦
教
育
の
第
一
人
者

・
戸
田
律
子
・
き
く
ち
さ
か
え
監
訳

岡
本
千
草
・

佐
藤
由
美
子
・
大
谷
直
美・

菅
沼
ひ
ろ
子
他
訳
.
助

産
婦
・保
健
婦
他
全
員
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
邦
訳

私らしいお産、赤ぢゃんにやさしいお産のために/

セ
イ
ロ
ン
の
ス
ィ
リ
マ
ヴ
ォ
・
パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

に
続
く
史
上
二
人
目
の
女
性
首
相
で
あ
る
イ
ン
デ
ィ

ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
l
は
一
九
八
四
年
四
月
十
日
に
宗
教

対
立
の
中
、
シ
ー
ク
教
徒
の
自
ら
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー

ド
に
暗
殺
さ
れ
六
十
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

イ
ン
ド
北
部
ウ
ッ
ダ
ル

・
プ
ラ
テ
1

シ
ュ
州
の
法

四
界
の
名
門
に
生
ま
れ
、
マ
ハ
ト
マ

・
ガ
ン
デ
ィ
1

の
独
立
運
動
に
共
鳴
し
、
共
に
闘
い
独
立
イ
ン
ド
の

初
代
首
相
と
な
り
、
十
七
年
間
、
死
に
至
る
ま
で
首

相
の
地
位
に
あ
っ
た
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
l
ル
・
ネ
ル
l

シーラおばさんの妊娠と節度の本

-
A
B判
上
製
函
入

ω頁

*
定
価
5
、
8
0
0円

台
結
婚
祝
い
な
ど
の
燈
り

物
に
も
醤
こ
ば
れ
ま
す
。

好
評
発
売
中
/

.

目困困問呈
干107東京郡港区赤坂7-6-1

-
山
康
文
協
の
お
涯
の

お

産

が

ゆ

く

・

少
震
日
時
代
の
と
だ
わ
り
マ
タ
ニ
テ
イ

き
く
ち
さ
か
え
箸
現
代
お
産
事
情
を
産
む
側
の
自
で
追
う
。
*
1
2
5
0
円

お
産
っ
て
楽
し
い
ね

吉
村
正
・
山
田
佳
子
箸

手
づ
く
り
お
産
の
吉
村
病
院
で
は
。
*
4
1
0
3
0円

お
産
っ
て
自
然
で
な
く
っ
ち
ゃ
ね

吉
村
正
著
・
清
原
な
つ
の
マ
ン
ガ
あ
る
産
科
医
の
警
官一一目。

*
4
1
3
0
0
円

一

夜

炭

水

中

出

産

・

片
桐
助
産
続
の
震
か
ら

山
内
孝
道
箸
経
験
者
が
皆
「
よ
か
っ
た
』
と
い
う
水
中
出
産
。
*
4
4
2
5
0円

タ
イ
ミ
ン
グ
妊
娠
法

市
川
茂
孝
著
性
交
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
元
気
な
子
を
。

$
1
2
5
0円



(2) 

お
団
体
、

釘
人
が
参
加
し
て

勝
利
の
た
め
に
結
集
、
支
援
訴
え
る

〈金曜日〉

「男
女
雇
用
線
会
淘
等
法
」
施
行
後
、
初
め
て
男
性
と
の
昇
格
、
昇
進
、
賃
金
差
別
の
是
主
を
求
め
て
提
訴
し
た
芝
信
用

金
庫
の
裁
判
の
最
終
註
習
が
二
月
十
六
日
決
ま
っ
た
続
い
て
日
量
作
所
、
野
村
証
券
も
同
じ
内
容
で
蓄
し
吟
こ

の
三
者
が
芝
信
の
結
審
事
前
に
協
力
、
共
同
し
て
墾
妻
開
き
、
裁
判
で
か
勝
刺
d
す
る
こ
と
の
意
義
、
勝
刻
す
る
た
め
円
ほ

多
く
の
人
た
ち
の
結
集
し
た
支
援
が
鑑
定
戸
訴
え
た

米

田

佐

代

子

さ

ん

坂

本

修

さ

ん

が

講

演

時

計

U
U日
誌
恥

「
歴
史
を
つ
く
る
の
は
私
た
館
)
の
集
会
に
は
八
十
三
団
体
、
の
御
成
劇
に
よ
る
経
過
報
告
、
う
と
と
は
、
女
性
の
た
め
ば
か

苧

|
勝
た
せ
さ
之
Z
儲
・
日
三
百
二
十
五
人
が
参
加
。
米
田
発
言
、
坂
本
修
井
礎
士
(
芝
信
り
で
は
忽
い
。
男
性
を
取
町
番

立
・
野
村
め
男
女
差
別
裁
判
」
佐
代
子
さ
ん
(
山
梨
県
立
女
子
弁
護
団
の
一
人
)
の
女
性
た
ち
く
社
会
の
不
合
理
と
闘
っ
て
い

(叫
・
1
・
m
/
日
本
教
育
会
短
大
教
授
)
の
諮
演
、
原
告
団
の
闘
い
の
意
援
に
つ
い
て
の
括
る
と
と
な
の
だ
」
と
。
原
告
の

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
女
性
た
ち
に
は
「
男
性
が
自
分

だ
。

た
ち
の
た
め
に
闘
っ
て
く
れ
て

米
国
さ
ん
は
「
日
本
は
、
男
い
る
、
と
考
え
な
い
こ
と
。
男

女
平
等
に
関
し
て
は
世
界
に
冠
は
社
会
正
義
と
歴
史
的
真
実
の

た
る
後
進
国
だ
L

と
い
い
、
な
た
め
一
闘
っ
て
い
る
の
だ
。
平
と

ぜ
自
本
の
女
性
の
地
位
が
後
進
も
や
老
人
、
障
害
宇
昂
時
つ
人
な

国
に
な
っ
た
の
か
を
雇
史
的
に
ど
さ
ま
f
♀
小
な
人
々
の
権
利
を

紹
介
し
た
後
、
男
女
差
別
裁
判
保
障
し
守
っ
て
い
く
こ
と
の
第

一
歩
の
闘
い
で
あ
り
、
他
者
の

権
利
乞
守
る
た
め
に
は
自
百
の

権
利
を
翠
立
し
な
け
れ
ば
な
色

な
い
と
い
う
と
と
な
の
だ
か

ら
」
。
そ
し
て
拳
加
し
た
全
員

に
「
不
当
差
別
に
反
乱
を
起
し
、

女
性
た
ち
が
闘
っ
て
い
る
の

は
、
自
分
た
ち
の
持
つ
力
、
立

派
な
仕
事
が
出
来
る
の
だ
と
い

う
征
を
す
る
と
同
時
に
、
世
界

の
人
々
が
ど
こ
で
も
、
ど
ん
な

差
別
も
な
い
、
本
当
の
人
間
ら

し
い
暫
ら
し
が
で
き
る
社
会
を

創
る
こ
と
の
闘
い
な
の
だ
。
だ

1995年 T月 20日
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釜~

昨
年
の
出
版
界
の
大
ヒ
Y
ト
は
永
六
輔
さ
ん
の
「
大
往
生
」

。

H
大
住
生
H
は
い
い
け
れ
ど
、
そ
の
瞬
間
か
ら
女
の
大
後
始

末
が
始
ま
7
2
、
容
れ
の
十
二
月
二
十
日
、
「
高
齢
社
会
宇
ま
く
す
る
女
性
の
会
」
主
催
で
朝
か
色
晩
ま
で
、
環
京
シ
ン
ポ
「
男

の
大
往
生
・
女
の
大
後
始
末
知
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
で
開
か
れ
た
。
会
員
総
出
、
ド
ラ
マ
仕
立
て
あ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
あ
り
、

笑
わ
せ
な
が
ち
N
人
生
の
思
期
H
を
考
え
た
。
朝
か
ち
六
時
閣
の
長
丁
場
だ
が
、
七
百
人
の
参
加
者
で
一
ぱ
い
だ
っ
た
。

人
生
の
最
期
考
え
る

嫡
措
法
時
宗
ト

l
ク
や
ド
ラ
マ
で

し
た
り
で
き
る
。
「
入
閣
の
死

は
簡
素
で
い
い
の
で
は
な
い

か
」。

赤
松
さ
ん
は
「
今
七
十

な
ど
稀
で
は
な
い
。

H
古
稀
H

で
は
な
く
μ
近
多
H
と
い
う
時

代
」
と
、
こ
れ
か
ち
が
H花
d

と
い
い
な
が
色
、
M
老
い
る
た

め
の
才
能
μ

と
し
て
「
欠
か
せ

な
い
の
は
友
を
作
る
こ
と
。
昔

か
色
の
友
は
だ
ん
だ
ん
欠
り
て

「
ケ
¥
か
ち
、
若
い
友
人
を
作
る

こ
と
」

。

高
野
さ
ん
が
、
映
画
の
世
界

に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
な

ぜ
か
映
画
の
中
の
女
は
自
分
の

意
見
金
百
え
ず
、
た
ま
に
言
う

女
が
い
る
と
必
ず
失
恋
す
る
の

を
見
て
ウ
ソ
だ
と
思
っ
た
か

ま
ず
午
前
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
人
生
フ
ィ
ナ
I
レ
の
曲
想
」
。

赤
松
良
子
(
一冗
文
相
)
、
な
だ
い

な
だ
(
作
家
、
精
神
科
医
〕
、

高
野
悦
子
(
岩
波
ホ

1
ル
支
劃一

人
)
さ
ん
が
会
代
表
の
樋
口
恵

子
さ
ん
の
コ
l
デ
ィ
ネ
イ
ト
で

話
し
あ
っ
h
出
。
ち
な
み
に
三
人

は
同
い
年
(
巳
牟
)
。

高
野
さ
ん
は
忙
し
い
仕
事
の

か
た
わ
ら
身
体
の
弱
い
母
亭
干

年
看
病
L
H続
け
た
。
高
野
さ
ん

の
と
と
を
結
婚
も
せ
ず
H
不
幸

な
娘
H
と
思
っ
て
い
た
母
が
し

ま
い
に
は
「
仕
事
が
あ
っ
ア
幸

せ
ね
」と
吾
胃
コ
よ
つ
に
な
っ
た
。

な
だ
さ
ん
は
、
日
本
人
は
骨
に

対
す
る
執
着
が
あ
り
す
ぎ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
灰
に
な
る
ま
で

焼
く
ー
ー
だ
か
ち
撒
い
た
り
椛

(簡3種郵恒物臨可〉第 1086号第 1086号

と
え
ば
『
女
の
子
も
男
の
子
も
、

ど
こ
の
国
の
子
も
み
ん
な
お
な

子ども全員に。川崎市の試み
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に
宇
ぴ
、
加
害
国
日
本
の
課
題
を
考
古
せ
ー
を
じら
告
白
・
3
3
2
お
自
由
叩
時
i
m
時
受
付
電
晒
A
(
阪
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夫
ム
圏
、
J
R
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駅
8

主
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l

ω
e
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1
0
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た
ば
分
)
話
ソ
ム
ポ
ッ
プ
・
J
-
T

.
政
治
教
室
「
抑
骨
初
年
・
日
本

泣
日
旧
日
時
と
よ
な
か
圃
際
受

・
昨
接
岸
子
の
イ
ン
タ
ビ
2
1
卜

こ
に
闘
す
る
相
酷
な
ら
伺
で
も
主
(
タ
イ

・
D
E
P
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)

堅
お
展
開
Y
且
荷
量
」
流
セ
ン
タ
人
阪
急
車
中
駅
m
g
l
ク
「
北
一
塁
茸
臓
に
向
け
て
」
匝
明
煙
と
健
鹿
女
笠
宮

蹄

剛

円

主

値

匂
ア
ジ
ア
己
ど
色
村由

加
日
1
0
角
げ
目
隅
週
金
羽
川
同
ソ
ム
ポ
ッ
プ
・
J
-
r
(タイ
・

幻
自
国
閣
発
季
五
7
d
ll
宜

・
市
民
議
応
援
シ
リ
ー
ズ

「
マ

童
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
・
己
う
べ

羽
分
(
A
雪
国
)
掃
墨
田
館

〈T
D
E
P
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)
、
園
国
個
性
の
視
点
で
ゲ
ス
ト
村
松
安
子

ス
コ
ミ
ミ
ニ
コ
ミ
活
用
型

地
問
合
せ
よ
華
日
7
3
2
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R
新
宿
駅
南
口
7
分
)

前
両
・
佐
子

(
愛
知
掴
想
大
教
員
)
刷
円
(
車
京
女
子
大
教
妓
)
マ
2
局
3
日
お
回
国
、
2
H月
4
日
ω
同
時
フ

1
29
4

竹
蝿
(
中
央
大
名
誉
担
8
7
0
主
開
ア
ジ
ア
で
と
も
華
金
宮
崎
・

幽
N
G
O
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県
た
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没
副
同
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守
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は
ま
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タ
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図
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f
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E
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(
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ラ
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圏
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間
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込
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引
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テ
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」
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生
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初
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世
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変
化
と
女
性

掛
喜
豊
(
柚
盟
駅
西
口
3
8
力
ン
・
シ
テ
ィ
デ
ジ
(
同
・
内
警
官
帯
雨
却
分
開
島
区
動
持
3
駆
け
込
丞
寺
に
寄
全
戸
れ
る
掴
鎖

寸

UM
I
-
-
J
引
引
|

問
問
提
起
邑
川
大
吉
(
歴
史
ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
l
力
l
)
申
込
み
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(J
R
大
埋
駅
光
か
ら

一
b

M

4

h

m

家
)
、
鈴
木
拍
子
(
女
世
史
研
究
家
)

・
間
合
せ
剛
日
本
お
も
ち
ゃ
図
田
口
5
分
)
石
川
由
紀
(
単
身
者
の
沼
日
出
は
問
都
女
性
情
報
セ
ン

I
l
--
I
l
l
i
-
-
ー

ほ
か
幸
福
ナ
「
揮
の
日
」
祝
日
を
餌
財
団
E
ω
・
3申
告
0
・2
1
b
生
活
幅
#
積
証
す
る
金
)
時
料
タ
l
阿
部
拍
子
(
立
の
ス
ペ
ー
ス
の
変
化
」
有
馬
県
岩
手

(糊
横
浜
問

考
え
る
市
民
安
吾
刷
・
9
3
0
・
3

主

濯

ぐ

る

l
ぷ
車
か
ぶ
、
圃
麗
区
み
ず
ら
ス
タ
グ
フ
)
酬
円
間
女
性
盟
冒
理
事
長
)
マ
2
月
幻
R
世

q
E
3
(
加
納
)
、
9
7
3
・
-
世
界
の
様
々
な
間
差
益
闘
で
教
育
在
員
会
問
台
せ
蔀
か
ぶ
一
割

合
せ
r

開
会
主
ク
ラ
ブ
世
田
・
3
界
女
性
会
曙
へ
の
国
即
時
政
府
の
取

η

・

2

9

2

(

鈴

木

)

話
し
合
τ

つ
存
界
の
人
口
蝿
珪
力

警

官
ω
-
i

4

0
・
6

3

8

4

2

・
2

右

目

り

組

み

」

極

東

量

子

〈総
理
府
男

-
宜
性
門
主
ミ
ナ
ト
リ
ッ
ク
の
守
現
』

・
新
時
代
の
立
と
男
の
セ
ミ
ナ
ー
・
ニ
コ
ニ
コ
離
婚
講
座

女
共
同
事
画
室
豆
)
マ
3
月
幻
R
N

白
日
i
2
月
お
日
各
日
時
泊
分
割
日
出
問
時
泊
分
早
稲
田
奉
仕
l里
髭
宇
l

巾

品

目

凶

げ

時

都

セ

ン

ト

ラ

ル

プ

G

O
の
申
備
状
直
中
村
道
子
(
国

(圭
5
由
)
新
宿
区
立
安
世
情
報
圃
(
地
・
早
稲
函
零
封
汁
)
シ
リ
釘
臼
園
、
お
問
団
茨
崎
県
守
閣
ラ
ザ
日
F
(
匝
田
橋
駅
前
)
「
軍
逮
捕
人
年
連
格
由
世
話
人
)
缶
月

セ
ン
タ
ー
(地
昭
橋
駅
3
8
ル
・
7
1
7
ィ
(
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
白

人
事
会
館
習
m
瞭
穿
公
庭
内
酷
皿
ヤ
キ
高
年
の
蝿
婚
の
現
実
咽
同
時
罪
フ
ォ
ー
ラ
ム
ょ
こ
は

①
奈
は
問
題
っ
玄
問
。
②
同
女
平
等
神
父
)
削
門
主
砲
:
早
稲
田
章
仕
開
描
出
「
開
性
M
T
私
の
明
A
E
桂
(
仮
)
」
林
郁

(小
説
草
)
、
「
雌
ま
内
日
目
白
円
吉
田
)
申
込

書
事
え
る
@
女
性
問
顔
面
開
園
君
・2

6

0

・

5

1

7

哲

直

(常
盤
大
教
号
、
日
時
措
の
蓄
と
手
続
き
」
童
典
天
井
み
フ
「
ラ
ム
よ
と
は
ま
罷
・

的
問
れ
ほ
か
出
師
・
駒
野
冊
子
・
羽
北
芸
譲
へ
の
漠
唱
「
国
連
公
開
対
駁

「す
て
き
に
パ
ー
ト
ナ
ー
披
主
要
予
約
申
込
み
現
代
2
2
4
・
っ
6
0
り
(近
江
、
柄
米
)

(日
本
開
人
問
題
懇
括
合
事
務
局
準
笠
顧
と
N
G
D
フ
ォ
l
Z
」
シ
ァ
ブ
」
金
融
ト
、
γ
エ
ハ
評
輔
さ
ま
富
図
面
究
所
E
m
・
5
7
2

・
ア
マ
ゾ
ン
、
主
グ
ウ
l友
軍

長
)
先
着
ω
名
申
4
手
間
セ
幻
自
幽
凶
両
国
守
薮
官
舎
館
別

W
松
山
幸
雄
(
共
立
宜
子
大
教
授
)

-
B

4

8

現

場

か
り
の
墾
回

ン
タ
i
昔
日
出
・
3
3
4
1
・
0
8
U
号
室
(
地
・
虎
ノ
門
顧
す
ぐ
)
有
申
込
み
間
告
せ
同
企
画
教
育

・
タ
イ
の
児
童
貿
売
春
3
南
北
構
叩
自
何
凶
時
羽
九
万
阜
稲
田
奉
仕

l

罵

喜

子
(
倒
閣
揖
市
女
性
豊
理
盟
冒
1
1
υ
・
η
-
q
f
s
7
造
量
γ
つ
側
の

盟

圃
セ
ミ
ナ
ー
ル
1
ム
加
号
室
南
研

・
タ
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戦
場
の
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害
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「
開
揖
田
護
団
体
」
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か
ら
女
、
男
の
問
題
で
は
な
い
」

と
呼
び
か
け
「
ス
テ
キ
な
反
乱

に
よ
っ
て
歴
史
が
進
む
の
だ
」

と
一
気
に
盛
り
あ
げ
た
。

三
団
体
の
闘
い
の
沼
介
に
移

る
。
自
作
自
演
の
ド
ラ
マ
仕
立

て
に
会
場
は
笑
っ
た
り
、
シ
ン

ミ
リ
し
た
り

い
ま
ヤ
マ
パ
を
迎
え
て
い
る

の
が
芝
信
用
金
属
従
業
員
組
合

(
芝
従
組
)
の
裁
判
。
八
七
年

に
十
三
人
の
女
性
組
合
同
円
か
原

告
に
な
り
東
京
地
裁
に
提
訴
。

約
七
年
半
を
闘
い
、
二
月
十
六

日
の
法
廷
が
最
終
弁
論
、
結
審
、

判
決
を
迎
え
る
。

同
一
労
働
を
さ
せ
な
が
ら
、

女
性
は
男
性
と
同
じ
に
昇
格

・

昇
進
さ
せ
な
い
。
そ
の
結
果
、

賃
金
に
も
大
き
な
差
が
出
来
、

そ
の
差
は
定
年
後
の
年
金
支
給

額
に
も
は
ね
返
る
。
女
と
い
う

だ
け
で
嬰
場
ま
で
続
く
差
回
問
。

是
歪
じ
て
男
-
広
平
等
に
扱
え
r

と
い
う
の
が
原
告
た
ち
の
一
訴
え

だ
。
会
社
側
は
、
女
性
が
事
実

上
合
格
で
き
な
い
仕
組
み
に
レ

て
い
る
に
も
か
か
わ
、
b
ず
斗
女

性
が
昇
格
し
な
い
の
は
試
験
に

か
も
レ
れ
ま
せ
ん
が
、
本
紙

も
新
聞
名
を
、
四
十
五
周
年

に
あ
た
る
今
年
四
月
を
廟
し

て
、
新
し
い
名
前
に
変
更
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
読
者
の
皆

さ
ま
か
ち
い
広
く
お
チ
エ
を

お
借
り
し
、
新
時
代
に
あ
っ

た
名
前
を
募
集
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
八
二
十

一世
紀
に

躍
動
す
る
女
性
〉
に
ふ
さ
わ

し
い
フ
レ
γ
シ
ュ
な
名
前
を

考
え
て
下
さ
い
。

【応
募
方
法
】
菜
種
か
F

A
X
で
、
新
聞
名

(
複
数
も

可
)
を
宙
き
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
を
厨
記
の
よ
、
二
月
末

新
聞
名
を
募
集
f

要
が
唯
一
の
相
続
財
産
で
あ
る

家
に
そ
の
ま
ま
住
め
な
い
事
態

も
あ
る
。

「
週
言
を
脅
い
て
め

で
た
し
遺
書
嬬
」
。

葬
儀
は
九
二
年
の
調
査
で
全

国
平
均
二
百
八
方
司
東
京
は

三
百
八
万
円
も
か
か
る
(
香
典

返
し
費
用
含
ま
ず
)
と
い
う
。

だ
が
自
治
体
な
ど
の
市
民
葬
な

ど
を
調
べ
る
と
意
外
に
安
く
あ

が
る
と
と
も
あ
る
(
都
内
で
九

万
一
千
円
か
ら
)
。
思
想
、
信

条
か
ら
葬
式
を
し
な
い
人
も
唱

え
て
お
り
、
ジ
ャ
i
ナ
U
ス
ト

の
金
森
ト
シ
エ
さ
ん
、
増
田
れ

い
子
さ
ん
が
狩
式
も
告
別
式
も

戒
名
も
っ
け
な
か
っ
た
努
儀
の

実
例
を
紹
介
。
た
だ
レ
増
田
さ

ん
が

「
日
本
の
H
夫
H
は
死
な

な
い
」
と
死
ん
で
も
」
戸
一
箱
筆

頭
者
H
と
し
て
残
っ
て
い
る
事

実
を
紹
介
。
結
論
は
「
私
の
葬

儀
は
私
が
決
め
る
」。

要
も
、
東
京
周
辺
で
新
し
く

買
お
う
-
と
す
る
と
大
変
高
い
。

会
場
参
加
者
に
即
席
挙
手
ア
ン

ケ
ー
ト
を
し
た
結
果
は
、
「
家

の
墓
に
入
る
」
と
い
う
人
が
約

六
割
だ
っ
た
が
、

「
嬰
な
ど
い

ら
な
い
」
と
い
う
人
も
意
外
に

多
く
(
百
人
以
上
)
、
死
後
に

対
す
る
意
蛾
が
確
実
に
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

最
後
の
“
講
座
u
は
H
大
学
院
M

で
「
自
分
自
自
の
後
始
末
」
。

夫
の
死
媛
、
遺
族
年
金
の
手
つ

づ
き
が
ど
ん
な
に
大
変
か
、
八

十
般
の
婆
に
扮
し
た
吉
武
輝
子

人
、
九
三
年
児
提
訴
し
十
占
野
村
り
越
え
た
ち
大
き
な
来
来
が
閥

証
券
労
働
組
合
十
二
人
か
ら
も
け
る
」
「
こ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
し

同
じ
思
い
が
語
ち
れ
た
。
な
い
と
、
こ
の
国
に
本
当
の
働

楽
し
か
っ
た
の
は
、
仕
事
の
く
権
利
や
人
間
民
じ
く
生
き
る

上
で
は
競
争
相
手
ゐ
東
芝
の
組
権
利
は
実
現
し
な
い
」
と
。

合
員
が
目
立
の
昼
E
た
ち
に
テ

日
本
の
独
占
資
本
が
世
界
に

l
マ
ソ
ン
グ

「女
は
ま
だ
ま
だ
例
の
な
い
太
り
方
を
し
た
の
は

休
め
な
い
」
を
作
潤
・
作
曲
し
労
働
者
か
色
の
搾
取
、

一
一露、

て
贈
っ
た
こ
と
だ
。
ギ
タ
ー
に
三
重
の
差
別
を
や
っ
て
き
た
か

合
わ
せ
て
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
ち
で
、
最
大
の
被
害
者
は
女
性

歓
声
が
広
が
っ
た

。

労

働

者

。
金
に
対
す
る
差
別
だ

会
場
か
A
託
職
差
別
と
闘
っ
け
で
な
く
、
質
任
を
持
ち
自
分

て
い
る
学
実
パ
l
ト
の
女
性
で
判
断
し
て
生
き
る
と
い
う
人

の
賃
金
差
別
の
闘
い
な
ど
、
多
閣
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
も
の
ま

く
の
人
た
ち
の
発
言
に
続
い
で
押
レ
つ
ぶ
し
て
き
た
。
そ
れ

で
、
弁
護
士
の
坂
本
さ
ん
が
三
に
対
し
て
公
然
と
し
て
反
抗

つ
の
昇
裕
・
昇
進
・
賃
金
差
別
レ
、
挑
戦
を
し
、
是
正
を
求
め

裁
判
が
勝
利
す
る
と
と
の
思
議
た
の
が
三
つ
の
裁
判
の
特
徴
。

に
つ
い
て
諮
っ
た
。
と
れ
に
勝
利
す
る
と
と
は
原
告

ま
ず
「
い
ろ
ん
な
差
別
が
あ
三
十
四
人
と
家
族
の
人
権
が
回

る
が
、
こ
う
レ
た
差
別
の
す
べ
復
す
る
だ
け
で
な
く
、
働
く
日

て
を
上
回
わ
り
最
大
で
、
か
つ
本
の
女
性
す
べ
て
の
権
利
回
復

多
く
の
人
に
被
害
を
与
え
て
い
に
つ
な
が
る
。
職
階
、
職
務
、

る
の
が
女
性
差
巧
こ
れ
を
乗
職
能
と
い
う
手
宇
便
っ
て
差
別

読
者
の
皆
様
に
お
願
い
F

「
全
国
購
入
新
聞
」
に
代
わ

る
い
い
新
聞
名
を
考
え
て
く

だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

八
婦
人
〉
と
い
う
言
い
方

が
古
め
か
し
く
感
じ
ら
れ
て

久
し
く
な
り
ま
す
。
理
す
ぎ

川

「

子

ど

も

の

権

利

条

約

」

は

〈

差

別

の

禁

止

〉

に

つ

い

て

の

校

長

会

、

川

崎

市

教

蚕

な

ど

が

州

大

日

本

水

産

会

・
お
さ
か
な
一
回
切
名
以
上
の
務
漢
と
調
担
『
o
m
演
の
み
も
O
K
o
参
加

川

昨

年

5

月

に

発

効

し

た

が

、

ま

詳

し

い

説

明

を

H

お

う

ち

の

方

集

っ
て
作
っ
て
い
る
、

川
崎
市
川
普
及
協
議
会
は
、
お
さ
か
な
と
理
実
習
で
き
る
会
弱
者
}
依
頼
者
者
の
自
己
負
担
は
調
理
の
材
料

川
だ
ま
だ
よ
く
知
ち
れ
て
い
る
と
?
と
し
て
小
さ
な
字
で
入
れ
、
人
権
尊
重
教
育
健
産
会
識
が
繍
川
健
康
に
つ
い
て
の
努
側
、
魚
介

「

お

さ

か

な

教

室

」
開

き

ま

す

/

川
は

い

え

な

い

。

特

に

子

ど

も

自

お

う

ち

の

人

と

い

っ

し

ょ

に

パ

策

、
川
崎
教
育
文
化
研
究
所
の
川
類
を
つ
か
っ
た
料
理
鰐
習
を
編

川
身
が
よ
く
知
っ
て
い
な
い
。

)

発
行
b
配
布
後
す
ぐ
冬
休
み
と
山
富
わ
せ
ん
同
お
さ
か
な
教
室
」

大
日
本
水
産
会
・
お
さ
か
な
普
友
協
議
会

一
一
稚
判
明
町
時

u

d

尚
判
長
持
続
錦
町
持
続
三
日
間
話
懇
話
器
行
打
U

U

U

附
剛
山
替
市
立
の
み
)
の

Z主

左

足

が

、
保
説
者
か
ら

「
子
ど
も
樋
川
三
一
三
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一
三
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喜
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点

目

置

に

、

イ

ラ

ス

ト

い

り

で

分

か

正

明

争

利

条

約

な

ど

と

一

票

て

も

よ

く

川

松

代

大

本

塁

。

詰

で

す

地

下

犠

の

保

存

運

動

が

始

ま

っ
反
踏
を
よ
ぴ
、
市
民
運
動
へ
発
り
、
一
昨
年
「
平
和
祈
念
松
代

む

怨

川

り

や

す

く

説

明

し

た

「

手

ど

も

ト

町

三

分

か

ち

な

か

っ

た

が

、

子
ど
も
川
か
?

太

平

洋

筆

者

た

の

は

、
l
i
年
の
こ
と

弓

l

i

z

z

大

喜

資

料

館

建

設

事

会

」

口
問
山
の
権
利
条
約
つ
て
な
に
?
」
と

F
占
1什
札

と
一
緒
に
パ
ン
フ
を
続
ん
で
、
一
ポ
実
戦
M
に
僚
号
、
天
で
す
。
壁
旅
存
に
沖
縄
喜
の
一
部
が
保
存
さ
れ

一
般
公
開
を
結
成
、
5
万
人
の
署
名
高

L
r
vつ
パ

ン

フ

喜

年

容

に

鹿

布

川

警

警

あ
あ
、

5
2
2な
の
か
、
川
皇
、
軍
・
政
府
の
中
枢
を
移
転
延
長
野
の
高
霊
が
、
沖
縄
主
る
よ
う
に
な
皇
し
弓
知
事
、
長
野
市
長
に
提
出
、
協

同

L
J
酬
し
た
o
権
利
条
約
を
、
子
ど
も

η
・

騨

少

容

と
理
解
で
き
た
」
と
い
う
商
品
さ
せ
る
た
め
に
、
長
野
市
松
代
戦
の
実
に
衝
撃
を
つ
け
、
長
し
か
し
、
現
在
の
保
存
状
況
力
を
竜
昨
年
8
月
に
は
象

↑
叫

闘
川
自
身
向
け
の
パ
ン
フ
に
し
た
猷

46nしいよ
せ
ち
れ
て
い
る
と
い
う
。
川
町
に
担
っ
た
地
下
壊
で
す
。
強

3
1議
3
謹

山

地

下

壊

に

襲

し

た

草

地

認

細

川

み

は

、
高

に

も

珍

し

い

と

点

一

句

Zも
の

権

利

条

約

量

づ

…

聖

書

む

軍

人

7

0

0

を
，
J

l

u

h

紫

長

区

r

t

i

平

方

討

の

富

士
川
市
民
の
中
で
も
好
評
だ

o

c

か
せ
る
の
に
、
あ
な
た
の
市
も
、

川

0
人
を
は
じ
め
逗
ベ
3
0
0
方

'

:

:

烹

開

等

r
密
7

t

い
を
確
保
し
ま
し
た
。

川

小

学

校

低

学

年

、

号

、

ン

フ

レ

ッ

ト

を

早

も

ら

う

と

川

崎

に

さ

っ

Eん
実

ン

山

人

員

約

品

宅

建

営

こ

三

%

藤

道

吋

私

ど

も

は

「

平
和
祈
念
館
」

E

・E-
E

E

;

z
u
J

-
a
窓
寵
愛
時
静
岡

l

一

日

時

間

詩

註

じ

z
f
i三
時

フ

は

川

崎

君

主

長

i
L立
日

刊

誌

協

本

砦

早

川

町

職

騒

盟

主

長

崎

明

石

ト

酬
が
、
低
学
年
は
豊
明
快
。
た
こ
れ
の
一
冗
に
な
っ
た
第
2
条
職
員
組
合
、
校
長
教
頭
組
合
、

き
パ
ン
フ
か
ら
)

川

の

た

め

、

朝

鮮

人

労

働

者

S

G

)
加

濃

い

謀

議

鴻

，

一

H

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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r数の器
箸
を
孟
出
し
主
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隅

憐

隣

合

腎

入

4で孝
号
く
霊
覇
に
量参

門

品
乳
』
]
↑が叶

日本事婦人会品会云議誠警は、

こ
の
程
ほ
取
雪
り
組
軍
み
が

g必要
罪
か
④
露
掛
費
員
望
を
の
謀
統
空
一
遍
地
方
量
選
で
芸
当
選
号
)
が
高
断
女
性
襲
識
貝
号
の
ほ
望
と
ん
ど
は
金
男
一
人
の
た
め
一
人
伺
雪
山
れ
て
い
ま
す
。

B
L
W
H
H
さ

一
J

A
崎

-w紘
ぬ
る
開
加
し
て
く
だ
さ
い
。

1

・1
白
川
1

章

一

一J

M

W
議

以

可

桜

たれ
1

2

ど
パ
ン
フ
レ
シ
ト
「
女
た
ち
か
送
り
出
す
側
に
求
め
た
い

E
然
多
く
四
十
一
人
、
以
下
二
期
も
カ
ン
パ
、
/
も
な
く
市
民
運
動
言
語
れ
ば
な
色
な
い
o
セ
川
島
松
代
大
蓄
の
保
存
と

t

E

Z

守

み

一

露

〓

一昨

朝

マ
質
問
申
込
み
の
方
は
、
参

一

色

果

政
治
を
変
え
る

z
t
g
g富吉
田

二

十

実

二

二
期
目
十
人
、
で
送
り
出
さ
れ
た
人
び
と
o
T

ハ

ラ

の

き

な

男

性

級

品

公

開

、

言

尺

平

語

喜

t
手

叩r
i
J
f一
」

昨

日

2

3

3

0

円

浅

一

千

」
れ
は
同
会
識
が
、
昨
年
二
月

ど
う
恵
一
言
そ
の
旬
の
七
七
期
目
と
い
-
又
も
一
人
。

し

い

の

号

2
8し車
。

5
3
4
2
5
5
5
r
司

了

授
4

(

警

告

下

i

円

)
O

L一
二

雲
の
討
議
の
た
め
に
社
会
党
;
デ
で
ま
と
め
ず
、
女
性
費
た
ち
の
思
い
や
悩
た
ち
そ
れ
で
終
わ
り
、
会
議
党
の
宅
政
策
へ
の
妻
、
川
館
)
を
つ
く
る
運
動
が
い
ま
進

r
t
i
F
j‘郵
便

振

替

1

5

1

3

Y
¥日山
口

公
認
、
社
会
基
せ
ん
、
無
所
び
っ
し
り
脅
さ
こ
ま
れ
て
い
る
み
を
紹
介
し
て
み
る
と
ー
か
な
い
と
い
う
と
と
が
多
い
。

旧
態
依
然
の
活
動
ス
タ
イ
ル
の
川
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
金
野
で
も
戦
雲
学
び
平
和
の
蓄

は
十
分
な
も
の
で
は
あ
芸
せ
l
フ
5
9
3
4
松
代
大
本
蛍

ザ

努

へ

r

J
属
の
女
性
議
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
全
部
を
そ
の
ま
ま
活
字
に
女
性
の
視
点
を
活
か
し
、
ど
市
民
の
側
か
ら
一
事
え
ば
、
な
ん
中
で
悩
み
に
悩
ん
で
い
る
女
性
川
国
の
皆
さ
ま
に
こ
の
運
動
に
入
い
を
薪
た

会場白事手による「お墓」アンケートでは、

墓はいらないという人が意外に事かった

ら
、
と
い
う
ロ
老
い
に
つ
い
て

も
、
男
の
監
督
の
措
く
老
い
は

「
諾
態
の
根
源
の
老
人
で
、
暗

い
。
女
の
監
留
の
描
く
老
い
は

生
命
の
美
し
さ
、
勇
気
づ
け
ら

れ
る
老
人
像
宇
掻
い
て
い
る
」

と
い
い
「
映
困
の
没
繕
は
男
性

の
世
界
の
終
わ
り
。
と
れ
か
色

は
第
三
世
界
の
映
画
、
女
性
監

督
の
時
代
」
と
い
う
。

な
だ
さ
ん
は
呆
り
た
唱
を
介

護
し
た
経
娠
を
描
い
た
耕
治
人

の
小
説
「
な
ん
の
ご
縁
で
」
「
ぞ

う
か
も
し
れ
な
い
」
を
紹
介
、

医
者
の
立
場
も
込
め
て

「
μ

呆

け
d
は
惑
で
は
な
い
。
私
た
ち

は
彼
ら
と
つ
き
あ
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
と
と
を
教
わ
っ
て
き
た
。

満
点
の
介
畿
は
考
-
え
ず
気
楽
に

生
き
よ
う
」
。
赤
松
さ
ん
は
「
や

は
り
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
生
活

を
し
た
い
。
呆
け
ぬ
た
め
に
、

思
い
出
そ
う
-と
す
る
努
力
、
み

だ
し
な
み
。
外
に
出
、
対
人
関

係
を
つ
く
る
こ
と
」
と
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
提
案
。

午
後
か
ら
は
後
始
末
，
大
学

講
座
μ

と
し
て
、
相
続
、
骨
に

な
ア
妥
で
、
葬
式
、
警
空
ー

ク
、
ド
ラ
マ
仕
立
て
等
で
笑
わ

せ
な
が
ち
深
刻
な
閏
極
点
を
示

す
。
相
続
で
は
、
唾
骨
一口
状
を
書

い
て
な
か
っ
た
た
め
の
ト
ラ
ブ

ル
の
多
さ
。
特
に
子
ど
も
が
な

い
場
合
、
要
と
共
に
夫
の
親
、

き
ょ
う
だ
い
に
も
相
続
分
が
あ

る
。
き
ょ
う
だ
い
の
配
偶
者
が

権
利
を
言
い
張
っ
た
た
め
に
、

合
格
U
な
い
か
ら
」
と
、
女
性

に
能
力
が
な
い
こ
と
を
主
張
し

続
け
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
七

月
六
日
の
公
判
で
、

一
日
に
十

三
人
全
員
が
証
言
(
裁
判
史
上

で
も
画
期
的
な
こ
と
)
し
、
女

性
が
合
格
で
き
な
い
カ
ラ
ク

リ
、
女
性
が
能
力
で
男
性
に
劣

ら
な
い
こ
と
を
立
註
し
た
。

十
月
に
は
四
十
九
団
体
と
個

人
参
加
に
よ
る
「
芝
信
の
男
女

差
別
を
な
く
す
翼
民
黄
金

も
発
足
し
、
闘
い
の
支
援
と
裁

判
所
に
公
正
判
決
を
求
め
る
運

動
を
展
開
し
て
い
る
。
「
私
た

ち
の
闘
い
は
、
原
告
へ
の
差
別

是
正
で
終
ち
せ
る
の
で
は
な

く
、
昇
進
・
昇
格
と
い
う
ハ
ー

ド
ル
を
柔
り
越
え
、
差
別
を
闘

う
女
性
た
ち
の
歴
史
の
流
れ
に

一
歩
踏
み
出
す
意
義
あ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
結
ぶ
。

九
二
年
に
提
訴
し
た
目
立
の

男
女
差
別
を
な
く
す
鼠
告
団
九

さ
ん
が
大
熱
演
。
「
夫
は
大
住
し
の
評
論
家
、
吉
良
久
子
さ
ん

手
U

た
が
要
は
立
ち
往
生
で
す
は
「
寂
し
く
な
い
と
い
え
ば
ウ

わ
」
と
シ
メ
る
と
会
場
は
大
爆
ソ
だ
が
、
夫
の
死
後
十
一
年
、

笑
。
実
は
乙
れ
は
、
朝
日
新
聞
自
由
で
い
い
年
月
。
土
地
は
信

記
者
・
商
村
秀
俊
さ
ん

(
ア
エ
地
、
家
は
ボ
ロ
。
一
応
、
骨
を

ラ
編
集
部
)
の
実
話
で
、

二
つ
焼
く
く
ら
い
の
金
は
残
し
て
い

の
年
金
に
ま
た
だ
っ
て
い
た
た
る
が
、
あ
と
は
野
と
な
れ
山
と

め
、
繁
雑
な
手
続
き
に
夜
労
と
な
れ
。
A
「
を
楽
レ
く
生
き
て
い

ん
ば
い
。
「
こ
ん
な
や
り
方
は
る
」

。

何
と
か
し
な
い
と
」

。

逆
に
、
夫
の
宛
後
、
不
幸
だ

夫
の
死
ん
だ
ち
と

一
人
事
口
と
い
う
前
・
商
品
科
学
研
究
所
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g
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宰
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持

ち

は
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務
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応

募

司
刈
副
盟
国
-
・
、

一

一

、
ヰ
|

斗

ヰ

|
」
す
る
こ
と
も
、
政
府
関
係
の
仕

臨
制
J

1

2

1

2

1

万

一

号

Zも
出
来

E

l---M晦
圃
|

」
ド

」

|

|

「

|

「

l

F

し

し

て

い

る

。
女
性
十
八
歳
、
男

性
二
十
一
歳
未
満
で
結
婚
し
た

人

増

に

悩

む

イ

ン

ド

場
合
も
同
様
で
あ
る
。

一

一
'

d

経
済
学
者
の
中
に
は
、
経
済

イ
ン
ド
の
仇
』
は
い
ま
や
八
万
J
を
取
り
、
政
府
役
人
者
捺
的
発
展
が
人
口
抑
制
へ
の
特

億
九
千
万
人
。
心
の
ぺ
l
ス
で
外
し
た
、
地
域
の
協
議
会
や
住
策
、
H
開
発
と
そ
母
上
の
避
定

増
加
す
る
と
1

四
年
後
に
は
十
毘
グ
ル
ー
プ
を
主
体
に
推
進
す
薬
H
の
意
見
が
あ
り
、
最
も
貧

億
人
。
ニ

O
三
五
年
に
は
十
五
る
計
画
だ
。
専
門
委
員
会
は
、
し
く
出
生
率
の
高
い
北
部
の
一
諸

億
人
に
な
る
見
込
み
。
警
員
の
三
分
の
一
は
女
性
が
占
州
に
お
い
て
そ
の
有
効
性
が
誌

イ
ン
ド
は
、
い
ち
早
く
総
合
め
る
べ
き
。
ま
た
、
従
来
の
誘
さ
れ
て
い
る
。

的
人
口
知
制
政
策
を
実
施
(
包
帯
熊
に
よ
る
不
妊
化
実
掃
の
割
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
計
画
団
体

年
)
し
た
が
、
出
生
率
低
下
に
当
を
廃
止
す
べ
き
と
し
て
い
が
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
成
功
し
て
い
な
い
。
女

性

が

る

。

は

、

子

ど

も

を

労

働

力

と

し

て

一
生
の
う
ち
に
産
む
子
供
の
人
な
ぜ
な
ら
劃
当
策
は
、
地
方
必
要
と
す
る
人
々
の
抵
抗
に
あ

数
は
平
均
三

・
六
人
。
年
間
の
の
役
人
が
削
当
数
を
達
成
す
る
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド

出
申
薮
ニ
干
七
百
万
人
(
死
亡
た
め
に
買
収
し
た
り
、
生
殖
年
の
い
た
る
と
と
ろ
で
国
際
援
助

数
八
百
二
十
方
人
)
。
金
人
口
齢
を
過
ぎ
た
女
性
に
卵
首
切
除
グ
ル
ー
プ
は
家
族
計
画
を
普
及

の
三
分
の

一
は
極
度
の
貧
困
に
手
術
を
行
わ
せ
る
な
ど
し
て
と
す
る
た
め
の
新
し
い
方
法
を
見

あ
り
、
教
育
も
受
け
て
い
な
い
。

ま
か
す
例
が
多
い
か
ら
。
ネ
パ
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
マ
ド

般
会
は
、
国
連
の
専
門
委
員
l
ル
の
女
性
に
四
十ドル
で
不
妊
ラ
ス
の
ス
ラ
ム
で
は
、
露
屈
の

会
の
提
起
し
た
新
人
口
政
策
を
手
術
を
受
け
さ
せ
、
実
績
と
し
床
屋
た
ち
に
コ
ン
ド
l
ム
普
及

討
綴
す
る
と
い
う
。
乙
の
政
策
た
役
人
も
い
る
と
い
う
。

の
役
劃
を
依
頼
し
て
い
る
。

は
、
年
閣
予
算
三
億
七
千
五
百
新
人
口
政
策
で
は
、
三
人
以

(
↓
一
玄
m
m〉
C
Q
M
N
-
田
島
)

制
円
主
催
。
大
竹
財
団
古
川出
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骨
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あ

な

た

の

生

き

申

艶

は

何

で

す

2
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2
9
S
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0

・
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な
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せ
エ
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事
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ひ
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が
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玉
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ク
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m
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o
l
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目
l
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た
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イ
メ

2
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1
h
3
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沼
田
富
木
昭
沼
時
ぬ

・
抗
が
ん
剤
H
V
J必
要
か
l
l現
代

i
ジ
ず
る
璽
毒
事
守
分
(
全
8
固
)
大
阪
市
立
中
央
耐

が
九
泊
曹
の
実
態

、

引
目
間
同
時
都
民
ホ
l
ル
(
都
年
セ
ン
タ
ー
(
地
・
谷
町
4
丁
目
⑮
4目
白
川
時
千
駄
ヶ
谷
区
民
金

庁
都
蝿
金
時
事
蛍
i
F
)
仔
陸
、

出
ロ
)
φ
と
も
に
生
雪
也
と
い
う
館
(
J
R白

隼
産
者
、
柑
質
者
か
ら
意
見
発
表
こ
と
3
私
の
樟
験
的
車
族
輸
②
草
肢
丘
藤
銭
(
慶
応
+大八
医
学
部
放
射
開
科
)

餌
需
料
申
込
量
み
附
製
蛤
霊
程
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書
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及
3
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苗
.
奇今.末葉来毒③草霊脹富聞量題の自硯

1λ
b
u
H
円
闇
古
喜
せ
巴
捕突人毘

金喜宮君閉
泊
叫
.
2
B
7
7.
l9
5
?l

状
ほ
か
凶
j品
お
歳
暗
叩
各
申
込
み
主
ク
さ
ラ
7
予
プ
冒
岳ω
3
i
4
0
2

白i
ι
 

-
日
置
ク
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ブ
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民
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大
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セ
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タ
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q
g
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ワ
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ダ
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E
l
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国
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時
間
女
性
情
報
セ
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朝
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関
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や
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か
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タ
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ビ
朝
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ィ
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会
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捌
円
申
4
a

F
d

ゼ

一

3
3
韓
関
隅
園
高
部
相
夫
目
酬
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よ
な
か
国
際
交
流
協
会
話

亭
大
教
授
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
心
理

・8
4
3
・
4
3
4
3

3
・
9
JR
E
学
)
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
活
者
と

・
明
証
簡
題
購
座「
立
ヲ
リ
l
マ

・
女
性
白
ワ
上
す
/
グ
』
ラ
イ
フ
を

し
て
の
小
ノ
一
牢
注
」
暫
橋
良
臣
(
踊
開

ン
の
ス
ト
レ
ス
瞳
鴻
窃
包
宇
惇
つ
3

4
号
手
也
パ
i
卜
研
究
会

心
理
士
)
、
ひ
き
己
も
り
の
後
に
く

過
労
死
、
リ
ヱ
主
フ
、
日
本
型
置
用

剖
日
同
山
県
富
分
甑
回
惜
セ
ン
る
も
の
」
中
島
聡
損
(
北
の
丸
ク
リ

の
酌
湿
な
ど
男
嘗
耳
般
の
時
代

-Z

卜
ラ
ル
プ
ラ
ザ
H
F
A
E
調
室
テ
l
ニ
ッ
ク
医
師
)
Z
U
0
0
円
申
う
生
去
る
か
」

マ
・
ひ
と
り
で
も
闘
え
る
興
轍
的
パ
込
み
・
間
古
せ
凶
青
山
Y

年
飽
康
セ
8
目
、
回
目
、
包
回
、
3角
l
日

l
ト
統
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つ
く
り
問
合
せ
・
ン
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E
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空

守

回
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目
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(
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官
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・
6
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S
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族
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い
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罰
事
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学
園
短
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師
)
開

1
1
1
11
1
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4

い
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晶

な

た
の
未
来

性
鈎
迄
冊
料
申
込
み
同
セ
ン

ー

ド

ー

円

4
E
i
官
童
習
時
(
全
4
タ
l
E
m

i

f

-

-

1

・
国
審
主
開
表
聞
く
告

回
)

エ
ポ
フ
ク
叩

①
あ
な
た
の

・
男
の
「
中
華
方
務
見
」
惜
座

2
白
岡
山
時
間
出
分
事
院
生
掴
捕
ま
躍
を
見
つ
め
返
し
て
登
志
せ
ん
か
9
目
、
凶
目
、
お
目
畠
木
曜
川
崎

2
A
寝
室
富
王
安
(
流
通
一
翠

?
②
今
、
あ
な
た
の
人
骨
のど弓」
を

(
全
3
回
)

エ
ポ
シ
ク
叩
①
同

大
教
浸
)
間
合
せ
日
本
開
人
有
害
い
て
い
ま
す
か
み
琴
、
あ
な
た
が
仕
事
を
や
め
た
く
な
る
と
き
②

権
者
団
盟
世
間
3
3
7
0
・
っ
?
の
心
と
か
ろ
だ
守
れ
ま
す
か
?
④

H
男
ち
し
さ
u

っ
て
匝
れ
ま
せ
ん
か

日
ま
で
に
一T
則
東
京
都
新

宿
区
西
新
宿
一
子
l
七

二

八

茎
辛
西
新
宿
ピ
ル
全
国
婦

人
新
聞
社
新
聞
名
募
集
係

F
A
X
番
号
は
、
関
・
3
3

4δ。
.
14Qυ
ハ
MλUO

採
用
の
方
に
薄
樹
進
呈

(
多
数
同
名
が
あ
り
ま
し
た

際
は
抽
選
)
さ
せ
て
頂
き
ま

す。し
て
き
た
+
築
の
カ
ラ
ク
リ
が

寝
れ
る
。

「
レ
か
し
、
芝
信
の
労
組
担

当
は
裁
判
は
金
庫
が
勝
つ
と
言

っ
て
い
る
。
理
由
は
、
長
い
問
、

大
資
本
を
中
心
に
築
い
て
き
た

日
本
の
労
務
支
配
、
収
奪
の
根

幹
に
裁
判
所
が
踏
み
切
れ
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ち
だ
」
。

が
、
男
女
平
等
は
世
界
の
、
そ

し
て
時
の
流
れ
で
あ
る
と
と
も

否
め
な
い
。

「
乙
の
流
れ
を
日

本
の
国
で
押
さ
-
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
学
者
、
文
化

人
、
労
働
組
合
も
立
ち
上
が
り
、

要
請
行
動
も
始
ま
っ
た
」
と
。

最
後
に
、
芝
従
組
の
笹
本
原

告
団
長
が
「
芝
信
へ
の
判
決
は

後
に
続
く
二
つ
の
裁
判
の

一
里

塚
と
な
る
。一
一
一
つ
の
裁
判
の
勝

利
に
向
け
、
さ
ち
に
輸
を
広
げ

辛
つ
」
と
一
呼
び
か
り
た
。

合
二
月
十
七
日
、
六
時
三
十

分
か
ら
手
代
田
公
会
室
(
地
下

鉄
・
九
段
下
)
で
「
芝
信
金
庫

の
男
女
差
別
数
判
勝
利
を
め
ざ

す
」
大
集
会
が
符
わ
れ
る
。
参

加
を
呼
，
ひ
か
り
て
い
る
。

長
の
三
枝
佐
枝
子
さ
ん
は
、
突

の
突
然
死
で
遺
言
状
が
な
く
モ

メ
た
経
験
か
ち
「
遺
言
状
を
密

き
、
全
部
計
画
を
た
て
て
い
る
。

日
々
身
体
#
拐
か
し
お
し
ゃ
れ

を
し
、
手
紙
李
香
き
、
友
遼
と

つ
き
あ
う
一
「
」
と
H
後
始
末
の
概

意
H
を
按
露
し
た
。

で
お
い
し
い
魚
料
理
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

問
合
せ
・
申
込
み
剛
マ
ク

セ
ル

・
ア
ド
・
エ
l
ジ
ェ
ン
シ

l
E
ω
・
3
2
7
4
・
0
7
5

6
(
担
当
・
大
和
田
)

上回ミ司王己tl三三子宮E置で1等専豆!l+JjJせ当よ.JJ事写逗崖F吾電丞翠t!-ri rr-l山山 i山手Ij ;J--.J;i~出直司乃~ ~ T r円?ド[出足せさヂ

?
③
グ
立
の
気
持
H
が
わ
か
ち
な
い
校
教
員
・
一
宮
の
教
育
を
考
え
る

の
は
な
ぜ
ワ
冊
料
申
込
8
3
工
会
)
別
円
問
合
せ
I

名
古
屋
女

ポ
ッ
ク
叩
宮
田
・
5
9
b
4
・1
0
の
ま
つ
り
興
存
委
古
川
叫
7
7
3
・

i

i

 

-
露
の
意
味
を
問
う
継
続
豆
柵

・
問
わ
れ
る
輯
争
責
伝
吉
本
の

問
自
国
同
時
盛
扇
区
勤
労
福
祉

島
り
方

会
館
(
池
袋
駅
面
口
)
テ
1
7
・

ロ

百
回
同
時
立
川
市
中
聖
公
民

桔
帽
に
内
在
す
る
と
芭
わ
れ
る
開
買
姐
お
括
・
田
申
伸
尚
(
フ
リ
1
-
7

曹
性
問
料
問
合
せ
正
同
事
輯
局
イ
タ
l
)
蜘
円
主
臨
教
育
フ

古
川
出
3
P
2
・
2
2
3
(
臨
ォ
l
ラ
ム
n
ひ
と
・
び
と
ρ

官
0
4

村
)

2
b
・
2
γ
・
8
0
9
b
(
田
中
)

・
金
童
謡
座

「酬
葱
翠
と
・
グ
リ
ー
ン
↑

品

豊

富

時

帯
法
問
題
」

壇
少
平
和
イ
ル
力
か
b
原
葺
ま
で

同
日
幽
凶
時
羽
分
文
京
区
民
セ
ロ
日
同
H
時
阿
佐
ケ
ハ
岳
地
既
区

ン
タ
!
(
地
・
軒
目
駅
)
山
内
臨
民
h
セ
ン
タ
ー

(岡
佐
ケ
谷
駅
商
ロ
)

弘
(
一
ツ
楠
大
教
授
〉
制
円
間
ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
(
樟
田
島
大
教

合
せ
国
運
雷
雲
E
mw
・
3
4
T
号
、
高
木
仁
三
郎
(
F
4
4
力
薗
料

4

R

B

情

報

室

)

、

?

ギ

ャ

リ

ッ

ク

(

理

・
「弊
銭
凶
年
」

章
一?

-

H
懇
蕗
車
・
カ
ナ
ダ
)

l

Q

H

市
民
の
揖

い

円

(

小

単

&

臨

円

)

主

憧

・
浬
幅

u自
由
同
時
鉛
分
前
橋
市
・
群

先

差

益

E
0

1

5
・mm
・
-

馬
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
閉
崩
2
9
7
(
石
原
)

「
戦
低
叩
U
注
」
を
問
う
中
島
崎
(
肝

・
仰み
ず
hr
相
鮫
ス
タ
ッ
フ
聾

曲
家
・
予
g
映
画
「
ま
だ
軍
服
成
摘
座

を
曹
廿
ま
す
か
」
上
限
期
料
閉

山山
田
1
3
月
日
日
毎
土
曜
日
時

合
せ
揖
い
翠
基
宮
Q

f

2
・

(
守
固
)
l
カ
月
に
2
園
長

引
・
3
骨
骨
d
(
群
馬
反
靖
国
型
民

慣
岳
に
あ
る
椙
割
窒
に
ス
タ
ァ
フ
と

宏

奈

付

)

し

で

入

る

こ

と

が

で

き

、

原

則

と

レ

-
京
た
ち
が
語
る

「い
じ
め
暴
て
全
国
出
席
で
き
る
人
2辺
見
U

E
の
塗
?
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
しか
り
円
(5

8

住

所
、
氏
名
、
年
時

の
ア
プ
ロ
ー
チ
臨
揖
、
簡
単
な
応
聾
酌
慢
を
書
き
干

ロ
日
岡
山
時
鈎
分
名
古
屋
市
女
川
明
浜
市
神
高
川
区
青
木
町
2
l
l

隻
語
ビ
デ
オ
(
完
茎
巳
旬
ク
印
か
な
が
わ
宜
の
ス
ペ
ー
ス

ラ
ス
討
輪
・
い
じ
め
」

)
上
映
と
括
H
み
ず
A
f
(官
一
帥
・
45
1

3

し
古
い
ゲ
ス
ト
・
山
田
枝
子
(
高
7
7
8
山
出
目
同
ま
で
に
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(2) 

お
団
体
、

釘
人
が
参
加
し
て

勝
利
の
た
め
に
結
集
、
支
援
訴
え
る

〈金曜日〉

「男
女
雇
用
線
会
淘
等
法
」
施
行
後
、
初
め
て
男
性
と
の
昇
格
、
昇
進
、
賃
金
差
別
の
是
主
を
求
め
て
提
訴
し
た
芝
信
用

金
庫
の
裁
判
の
最
終
註
習
が
二
月
十
六
日
決
ま
っ
た
続
い
て
日
量
作
所
、
野
村
証
券
も
同
じ
内
容
で
蓄
し
吟
こ

の
三
者
が
芝
信
の
結
審
事
前
に
協
力
、
共
同
し
て
墾
妻
開
き
、
裁
判
で
か
勝
刺
d
す
る
こ
と
の
意
義
、
勝
刻
す
る
た
め
円
ほ

多
く
の
人
た
ち
の
結
集
し
た
支
援
が
鑑
定
戸
訴
え
た

米

田

佐

代

子

さ

ん

坂

本

修

さ

ん

が

講

演

時

計

U
U日
誌
恥

「
歴
史
を
つ
く
る
の
は
私
た
館
)
の
集
会
に
は
八
十
三
団
体
、
の
御
成
劇
に
よ
る
経
過
報
告
、
う
と
と
は
、
女
性
の
た
め
ば
か

苧

|
勝
た
せ
さ
之
Z
儲
・
日
三
百
二
十
五
人
が
参
加
。
米
田
発
言
、
坂
本
修
井
礎
士
(
芝
信
り
で
は
忽
い
。
男
性
を
取
町
番

立
・
野
村
め
男
女
差
別
裁
判
」
佐
代
子
さ
ん
(
山
梨
県
立
女
子
弁
護
団
の
一
人
)
の
女
性
た
ち
く
社
会
の
不
合
理
と
闘
っ
て
い

(叫
・
1
・
m
/
日
本
教
育
会
短
大
教
授
)
の
諮
演
、
原
告
団
の
闘
い
の
意
援
に
つ
い
て
の
括
る
と
と
な
の
だ
」
と
。
原
告
の

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
女
性
た
ち
に
は
「
男
性
が
自
分

だ
。

た
ち
の
た
め
に
闘
っ
て
く
れ
て

米
国
さ
ん
は
「
日
本
は
、
男
い
る
、
と
考
え
な
い
こ
と
。
男

女
平
等
に
関
し
て
は
世
界
に
冠
は
社
会
正
義
と
歴
史
的
真
実
の

た
る
後
進
国
だ
L

と
い
い
、
な
た
め
一
闘
っ
て
い
る
の
だ
。
平
と

ぜ
自
本
の
女
性
の
地
位
が
後
進
も
や
老
人
、
障
害
宇
昂
時
つ
人
な

国
に
な
っ
た
の
か
を
雇
史
的
に
ど
さ
ま
f
♀
小
な
人
々
の
権
利
を

紹
介
し
た
後
、
男
女
差
別
裁
判
保
障
し
守
っ
て
い
く
こ
と
の
第

一
歩
の
闘
い
で
あ
り
、
他
者
の

権
利
乞
守
る
た
め
に
は
自
百
の

権
利
を
翠
立
し
な
け
れ
ば
な
色

な
い
と
い
う
と
と
な
の
だ
か

ら
」
。
そ
し
て
拳
加
し
た
全
員

に
「
不
当
差
別
に
反
乱
を
起
し
、

女
性
た
ち
が
闘
っ
て
い
る
の

は
、
自
分
た
ち
の
持
つ
力
、
立

派
な
仕
事
が
出
来
る
の
だ
と
い

う
征
を
す
る
と
同
時
に
、
世
界

の
人
々
が
ど
こ
で
も
、
ど
ん
な

差
別
も
な
い
、
本
当
の
人
間
ら

し
い
暫
ら
し
が
で
き
る
社
会
を

創
る
こ
と
の
闘
い
な
の
だ
。
だ
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主
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主

主
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国

シンポ
ジウム

釜~

昨
年
の
出
版
界
の
大
ヒ
Y
ト
は
永
六
輔
さ
ん
の
「
大
往
生
」

。

H
大
住
生
H
は
い
い
け
れ
ど
、
そ
の
瞬
間
か
ら
女
の
大
後
始

末
が
始
ま
7
2
、
容
れ
の
十
二
月
二
十
日
、
「
高
齢
社
会
宇
ま
く
す
る
女
性
の
会
」
主
催
で
朝
か
色
晩
ま
で
、
環
京
シ
ン
ポ
「
男

の
大
往
生
・
女
の
大
後
始
末
知
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
で
開
か
れ
た
。
会
員
総
出
、
ド
ラ
マ
仕
立
て
あ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
あ
り
、

笑
わ
せ
な
が
ち
N
人
生
の
思
期
H
を
考
え
た
。
朝
か
ち
六
時
閣
の
長
丁
場
だ
が
、
七
百
人
の
参
加
者
で
一
ぱ
い
だ
っ
た
。

人
生
の
最
期
考
え
る

嫡
措
法
時
宗
ト

l
ク
や
ド
ラ
マ
で

し
た
り
で
き
る
。
「
入
閣
の
死

は
簡
素
で
い
い
の
で
は
な
い

か
」。

赤
松
さ
ん
は
「
今
七
十

な
ど
稀
で
は
な
い
。

H
古
稀
H

で
は
な
く
μ
近
多
H
と
い
う
時

代
」
と
、
こ
れ
か
ち
が
H花
d

と
い
い
な
が
色
、
M
老
い
る
た

め
の
才
能
μ

と
し
て
「
欠
か
せ

な
い
の
は
友
を
作
る
こ
と
。
昔

か
色
の
友
は
だ
ん
だ
ん
欠
り
て

「
ケ
¥
か
ち
、
若
い
友
人
を
作
る

こ
と
」

。

高
野
さ
ん
が
、
映
画
の
世
界

に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
な

ぜ
か
映
画
の
中
の
女
は
自
分
の

意
見
金
百
え
ず
、
た
ま
に
言
う

女
が
い
る
と
必
ず
失
恋
す
る
の

を
見
て
ウ
ソ
だ
と
思
っ
た
か

ま
ず
午
前
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
人
生
フ
ィ
ナ
I
レ
の
曲
想
」
。

赤
松
良
子
(
一冗
文
相
)
、
な
だ
い

な
だ
(
作
家
、
精
神
科
医
〕
、

高
野
悦
子
(
岩
波
ホ

1
ル
支
劃一

人
)
さ
ん
が
会
代
表
の
樋
口
恵

子
さ
ん
の
コ
l
デ
ィ
ネ
イ
ト
で

話
し
あ
っ
h
出
。
ち
な
み
に
三
人

は
同
い
年
(
巳
牟
)
。

高
野
さ
ん
は
忙
し
い
仕
事
の

か
た
わ
ら
身
体
の
弱
い
母
亭
干

年
看
病
L
H続
け
た
。
高
野
さ
ん

の
と
と
を
結
婚
も
せ
ず
H
不
幸

な
娘
H
と
思
っ
て
い
た
母
が
し

ま
い
に
は
「
仕
事
が
あ
っ
ア
幸

せ
ね
」と
吾
胃
コ
よ
つ
に
な
っ
た
。

な
だ
さ
ん
は
、
日
本
人
は
骨
に

対
す
る
執
着
が
あ
り
す
ぎ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
灰
に
な
る
ま
で

焼
く
ー
ー
だ
か
ち
撒
い
た
り
椛

(簡3種郵恒物臨可〉第 1086号第 1086号

と
え
ば
『
女
の
子
も
男
の
子
も
、

ど
こ
の
国
の
子
も
み
ん
な
お
な

子ども全員に。川崎市の試み

(障3種郵慣物認可}安斎 f、来斤1ifJ国受を〈金曜日〉

に
宇
ぴ
、
加
害
国
日
本
の
課
題
を
考
古
せ
ー
を
じら
告
白
・
3
3
2
お
自
由
叩
時
i
m
時
受
付
電
晒
A
(
阪
急
主
夫
ム
圏
、
J
R
灘
駅
8

主

也

3

9

4

l

ω
e
q
1
0
0
1
11
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治
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日
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泣
日
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日
時
と
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な
か
圃
際
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昨
接
岸
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の
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ン
タ
ビ
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卜

こ
に
闘
す
る
相
酷
な
ら
伺
で
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タ
イ
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D
E
P
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お
展
開
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且
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車
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m
g
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一
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向
け
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宮
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日
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目
隅
週
金
羽
川
同
ソ
ム
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幻
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国
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シ
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マ

童
、
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ィ
メ
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ッ
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う
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分
(
A
雪
国
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掃
墨
田
館

〈T
D
E
P
デ
ィ
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ク
タ
ー
)
、
園
国
個
性
の
視
点
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ス
ト
村
松
安
子
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コ
ミ
ミ
ニ
コ
ミ
活
用
型

地
問
合
せ
よ
華
日
7
3
2
・

R
新
宿
駅
南
口
7
分
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前
両
・
佐
子

(
愛
知
掴
想
大
教
員
)
刷
円
(
車
京
女
子
大
教
妓
)
マ
2
局
3
日
お
回
国
、
2
H月
4
日
ω
同
時
フ

1
29
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竹
蝿
(
中
央
大
名
誉
担
8
7
0
主
開
ア
ジ
ア
で
と
も
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金
宮
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幽
N
G
O
の
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守
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こ
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木
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法
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ワ
l
m
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タ
イ
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y
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尾
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(
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ォ
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ラ
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信
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政
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間
合
せ
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車
会
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の
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国
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守
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込
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冒
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ィ
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」
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」
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か
ら
女
、
男
の
問
題
で
は
な
い
」

と
呼
び
か
け
「
ス
テ
キ
な
反
乱

に
よ
っ
て
歴
史
が
進
む
の
だ
」

と
一
気
に
盛
り
あ
げ
た
。

三
団
体
の
闘
い
の
沼
介
に
移

る
。
自
作
自
演
の
ド
ラ
マ
仕
立

て
に
会
場
は
笑
っ
た
り
、
シ
ン

ミ
リ
し
た
り

い
ま
ヤ
マ
パ
を
迎
え
て
い
る

の
が
芝
信
用
金
属
従
業
員
組
合

(
芝
従
組
)
の
裁
判
。
八
七
年

に
十
三
人
の
女
性
組
合
同
円
か
原

告
に
な
り
東
京
地
裁
に
提
訴
。

約
七
年
半
を
闘
い
、
二
月
十
六

日
の
法
廷
が
最
終
弁
論
、
結
審
、

判
決
を
迎
え
る
。

同
一
労
働
を
さ
せ
な
が
ら
、

女
性
は
男
性
と
同
じ
に
昇
格

・

昇
進
さ
せ
な
い
。
そ
の
結
果
、

賃
金
に
も
大
き
な
差
が
出
来
、

そ
の
差
は
定
年
後
の
年
金
支
給

額
に
も
は
ね
返
る
。
女
と
い
う

だ
け
で
嬰
場
ま
で
続
く
差
回
問
。

是
歪
じ
て
男
-
広
平
等
に
扱
え
r

と
い
う
の
が
原
告
た
ち
の
一
訴
え

だ
。
会
社
側
は
、
女
性
が
事
実

上
合
格
で
き
な
い
仕
組
み
に
レ

て
い
る
に
も
か
か
わ
、
b
ず
斗
女

性
が
昇
格
し
な
い
の
は
試
験
に

か
も
レ
れ
ま
せ
ん
が
、
本
紙

も
新
聞
名
を
、
四
十
五
周
年

に
あ
た
る
今
年
四
月
を
廟
し

て
、
新
し
い
名
前
に
変
更
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
読
者
の
皆

さ
ま
か
ち
い
広
く
お
チ
エ
を

お
借
り
し
、
新
時
代
に
あ
っ

た
名
前
を
募
集
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
八
二
十

一世
紀
に

躍
動
す
る
女
性
〉
に
ふ
さ
わ

し
い
フ
レ
γ
シ
ュ
な
名
前
を

考
え
て
下
さ
い
。

【応
募
方
法
】
菜
種
か
F

A
X
で
、
新
聞
名

(
複
数
も

可
)
を
宙
き
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
を
厨
記
の
よ
、
二
月
末

新
聞
名
を
募
集
f

要
が
唯
一
の
相
続
財
産
で
あ
る

家
に
そ
の
ま
ま
住
め
な
い
事
態

も
あ
る
。

「
週
言
を
脅
い
て
め

で
た
し
遺
書
嬬
」
。

葬
儀
は
九
二
年
の
調
査
で
全

国
平
均
二
百
八
方
司
東
京
は

三
百
八
万
円
も
か
か
る
(
香
典

返
し
費
用
含
ま
ず
)
と
い
う
。

だ
が
自
治
体
な
ど
の
市
民
葬
な

ど
を
調
べ
る
と
意
外
に
安
く
あ

が
る
と
と
も
あ
る
(
都
内
で
九

万
一
千
円
か
ら
)
。
思
想
、
信

条
か
ら
葬
式
を
し
な
い
人
も
唱

え
て
お
り
、
ジ
ャ
i
ナ
U
ス
ト

の
金
森
ト
シ
エ
さ
ん
、
増
田
れ

い
子
さ
ん
が
狩
式
も
告
別
式
も

戒
名
も
っ
け
な
か
っ
た
努
儀
の

実
例
を
紹
介
。
た
だ
レ
増
田
さ

ん
が

「
日
本
の
H
夫
H
は
死
な

な
い
」
と
死
ん
で
も
」
戸
一
箱
筆

頭
者
H
と
し
て
残
っ
て
い
る
事

実
を
紹
介
。
結
論
は
「
私
の
葬

儀
は
私
が
決
め
る
」。

要
も
、
東
京
周
辺
で
新
し
く

買
お
う
-
と
す
る
と
大
変
高
い
。

会
場
参
加
者
に
即
席
挙
手
ア
ン

ケ
ー
ト
を
し
た
結
果
は
、
「
家

の
墓
に
入
る
」
と
い
う
人
が
約

六
割
だ
っ
た
が
、

「
嬰
な
ど
い

ら
な
い
」
と
い
う
人
も
意
外
に

多
く
(
百
人
以
上
)
、
死
後
に

対
す
る
意
蛾
が
確
実
に
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

最
後
の
“
講
座
u
は
H
大
学
院
M

で
「
自
分
自
自
の
後
始
末
」
。

夫
の
死
媛
、
遺
族
年
金
の
手
つ

づ
き
が
ど
ん
な
に
大
変
か
、
八

十
般
の
婆
に
扮
し
た
吉
武
輝
子

人
、
九
三
年
児
提
訴
し
十
占
野
村
り
越
え
た
ち
大
き
な
来
来
が
閥

証
券
労
働
組
合
十
二
人
か
ら
も
け
る
」
「
こ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
し

同
じ
思
い
が
語
ち
れ
た
。
な
い
と
、
こ
の
国
に
本
当
の
働

楽
し
か
っ
た
の
は
、
仕
事
の
く
権
利
や
人
間
民
じ
く
生
き
る

上
で
は
競
争
相
手
ゐ
東
芝
の
組
権
利
は
実
現
し
な
い
」
と
。

合
員
が
目
立
の
昼
E
た
ち
に
テ

日
本
の
独
占
資
本
が
世
界
に

l
マ
ソ
ン
グ

「女
は
ま
だ
ま
だ
例
の
な
い
太
り
方
を
し
た
の
は

休
め
な
い
」
を
作
潤
・
作
曲
し
労
働
者
か
色
の
搾
取
、

一
一露、

て
贈
っ
た
こ
と
だ
。
ギ
タ
ー
に
三
重
の
差
別
を
や
っ
て
き
た
か

合
わ
せ
て
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
ち
で
、
最
大
の
被
害
者
は
女
性

歓
声
が
広
が
っ
た

。

労

働

者

。
金
に
対
す
る
差
別
だ

会
場
か
A
託
職
差
別
と
闘
っ
け
で
な
く
、
質
任
を
持
ち
自
分

て
い
る
学
実
パ
l
ト
の
女
性
で
判
断
し
て
生
き
る
と
い
う
人

の
賃
金
差
別
の
闘
い
な
ど
、
多
閣
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
も
の
ま

く
の
人
た
ち
の
発
言
に
続
い
で
押
レ
つ
ぶ
し
て
き
た
。
そ
れ

で
、
弁
護
士
の
坂
本
さ
ん
が
三
に
対
し
て
公
然
と
し
て
反
抗

つ
の
昇
裕
・
昇
進
・
賃
金
差
別
レ
、
挑
戦
を
し
、
是
正
を
求
め

裁
判
が
勝
利
す
る
と
と
の
思
議
た
の
が
三
つ
の
裁
判
の
特
徴
。

に
つ
い
て
諮
っ
た
。
と
れ
に
勝
利
す
る
と
と
は
原
告

ま
ず
「
い
ろ
ん
な
差
別
が
あ
三
十
四
人
と
家
族
の
人
権
が
回

る
が
、
こ
う
レ
た
差
別
の
す
べ
復
す
る
だ
け
で
な
く
、
働
く
日

て
を
上
回
わ
り
最
大
で
、
か
つ
本
の
女
性
す
べ
て
の
権
利
回
復

多
く
の
人
に
被
害
を
与
え
て
い
に
つ
な
が
る
。
職
階
、
職
務
、

る
の
が
女
性
差
巧
こ
れ
を
乗
職
能
と
い
う
手
宇
便
っ
て
差
別

読
者
の
皆
様
に
お
願
い
F

「
全
国
購
入
新
聞
」
に
代
わ

る
い
い
新
聞
名
を
考
え
て
く

だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

八
婦
人
〉
と
い
う
言
い
方

が
古
め
か
し
く
感
じ
ら
れ
て

久
し
く
な
り
ま
す
。
理
す
ぎ

川

「

子

ど

も

の

権

利

条

約

」

は

〈

差

別

の

禁

止

〉

に

つ

い

て

の

校

長

会

、

川

崎

市

教

蚕

な

ど

が

州

大

日

本

水

産

会

・
お
さ
か
な
一
回
切
名
以
上
の
務
漢
と
調
担
『
o
m
演
の
み
も
O
K
o
参
加

川

昨

年

5

月

に

発

効

し

た

が

、

ま

詳

し

い

説

明

を

H

お

う

ち

の

方

集

っ
て
作
っ
て
い
る
、

川
崎
市
川
普
及
協
議
会
は
、
お
さ
か
な
と
理
実
習
で
き
る
会
弱
者
}
依
頼
者
者
の
自
己
負
担
は
調
理
の
材
料

川
だ
ま
だ
よ
く
知
ち
れ
て
い
る
と
?
と
し
て
小
さ
な
字
で
入
れ
、
人
権
尊
重
教
育
健
産
会
識
が
繍
川
健
康
に
つ
い
て
の
努
側
、
魚
介

「

お

さ

か

な

教

室

」
開

き

ま

す

/

川
は

い

え

な

い

。

特

に

子

ど

も

自

お

う

ち

の

人

と

い

っ

し

ょ

に

パ

策

、
川
崎
教
育
文
化
研
究
所
の
川
類
を
つ
か
っ
た
料
理
鰐
習
を
編

川
身
が
よ
く
知
っ
て
い
な
い
。

)

発
行
b
配
布
後
す
ぐ
冬
休
み
と
山
富
わ
せ
ん
同
お
さ
か
な
教
室
」

大
日
本
水
産
会
・
お
さ
か
な
普
友
協
議
会

一
一
稚
判
明
町
時

u

d

尚
判
長
持
続
錦
町
持
続
三
日
間
話
懇
話
器
行
打
U

U

U

附
剛
山
替
市
立
の
み
)
の

Z主

左

足

が

、
保
説
者
か
ら

「
子
ど
も
樋
川
三
一
三
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一
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E
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z
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点

目

置

に

、

イ

ラ

ス

ト

い

り

で

分

か

正

明

争

利

条

約

な

ど

と

一

票

て

も

よ

く

川

松

代

大

本

塁

。

詰

で

す

地

下

犠

の

保

存

運

動

が

始

ま

っ
反
踏
を
よ
ぴ
、
市
民
運
動
へ
発
り
、
一
昨
年
「
平
和
祈
念
松
代

む

怨

川

り

や

す

く

説

明

し

た

「

手

ど

も

ト

町

三

分

か

ち

な

か

っ

た

が

、

子
ど
も
川
か
?

太

平

洋

筆

者

た

の

は

、
l
i
年
の
こ
と

弓

l

i

z

z

大

喜

資

料

館

建

設

事

会

」

口
問
山
の
権
利
条
約
つ
て
な
に
?
」
と

F
占
1什
札

と
一
緒
に
パ
ン
フ
を
続
ん
で
、
一
ポ
実
戦
M
に
僚
号
、
天
で
す
。
壁
旅
存
に
沖
縄
喜
の
一
部
が
保
存
さ
れ

一
般
公
開
を
結
成
、
5
万
人
の
署
名
高

L
r
vつ
パ

ン

フ

喜

年

容

に

鹿

布

川

警

警

あ
あ
、

5
2
2な
の
か
、
川
皇
、
軍
・
政
府
の
中
枢
を
移
転
延
長
野
の
高
霊
が
、
沖
縄
主
る
よ
う
に
な
皇
し
弓
知
事
、
長
野
市
長
に
提
出
、
協

同

L
J
酬
し
た
o
権
利
条
約
を
、
子
ど
も

η
・

騨

少

容

と
理
解
で
き
た
」
と
い
う
商
品
さ
せ
る
た
め
に
、
長
野
市
松
代
戦
の
実
に
衝
撃
を
つ
け
、
長
し
か
し
、
現
在
の
保
存
状
況
力
を
竜
昨
年
8
月
に
は
象

↑
叫

闘
川
自
身
向
け
の
パ
ン
フ
に
し
た
猷

46nしいよ
せ
ち
れ
て
い
る
と
い
う
。
川
町
に
担
っ
た
地
下
壊
で
す
。
強

3
1議
3
謹

山

地

下

壊

に

襲

し

た

草

地

認

細

川

み

は

、
高

に

も

珍

し

い

と

点

一

句

Zも
の

権

利

条

約

量

づ

…

聖

書

む

軍

人
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0

0

を
，
J

l

u

h

紫

長

区

r

t

i

平

方

討

の

富

士
川
市
民
の
中
で
も
好
評
だ

o

c

か
せ
る
の
に
、
あ
な
た
の
市
も
、

川

0
人
を
は
じ
め
逗
ベ
3
0
0
方

'

:

:

烹

開

等

r
密
7

t

い
を
確
保
し
ま
し
た
。

川

小

学

校

低

学

年

、

号

、

ン

フ

レ

ッ

ト

を

早

も

ら

う

と

川

崎

に

さ

っ

Eん
実

ン

山

人

員

約

品

宅

建

営

こ

三

%

藤

道

吋

私

ど

も

は

「

平
和
祈
念
館
」

E

・E-
E

E

;

z
u
J

-
a
窓
寵
愛
時
静
岡

l

一

日

時

間

詩

註

じ

z
f
i三
時

フ

は

川

崎

君

主

長

i
L立
日

刊

誌

協

本

砦

早

川

町

職

騒

盟

主

長

崎

明

石

ト

酬
が
、
低
学
年
は
豊
明
快
。
た
こ
れ
の
一
冗
に
な
っ
た
第
2
条
職
員
組
合
、
校
長
教
頭
組
合
、

き
パ
ン
フ
か
ら
)

川

の

た

め

、

朝

鮮

人

労

働

者

S

G

)
加

濃

い

謀

議

鴻

，

一

H

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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憐

隣

合

腎

入

4で孝
号
く
霊
覇
に
量参

門

品
乳
』
]
↑が叶

日本事婦人会品会云議誠警は、

こ
の
程
ほ
取
雪
り
組
軍
み
が

g必要
罪
か
④
露
掛
費
員
望
を
の
謀
統
空
一
遍
地
方
量
選
で
芸
当
選
号
)
が
高
断
女
性
襲
識
貝
号
の
ほ
望
と
ん
ど
は
金
男
一
人
の
た
め
一
人
伺
雪
山
れ
て
い
ま
す
。

B
L
W
H
H
さ

一
J

A
崎

-w紘
ぬ
る
開
加
し
て
く
だ
さ
い
。

1

・1
白
川
1

章

一

一J

M

W
議

以

可

桜

たれ
1

2

ど
パ
ン
フ
レ
シ
ト
「
女
た
ち
か
送
り
出
す
側
に
求
め
た
い

E
然
多
く
四
十
一
人
、
以
下
二
期
も
カ
ン
パ
、
/
も
な
く
市
民
運
動
言
語
れ
ば
な
色
な
い
o
セ
川
島
松
代
大
蓄
の
保
存
と

t

E

Z

守

み

一

露

〓

一昨

朝

マ
質
問
申
込
み
の
方
は
、
参

一

色

果

政
治
を
変
え
る

z
t
g
g富吉
田

二

十

実

二

二
期
目
十
人
、
で
送
り
出
さ
れ
た
人
び
と
o
T

ハ

ラ

の

き

な

男

性

級

品

公

開

、

言

尺

平

語

喜

t
手

叩r
i
J
f一
」

昨

日

2

3

3

0

円

浅

一

千

」
れ
は
同
会
識
が
、
昨
年
二
月

ど
う
恵
一
言
そ
の
旬
の
七
七
期
目
と
い
-
又
も
一
人
。

し

い

の

号

2
8し車
。

5
3
4
2
5
5
5
r
司

了

授
4

(

警

告

下

i

円

)
O

L一
二

雲
の
討
議
の
た
め
に
社
会
党
;
デ
で
ま
と
め
ず
、
女
性
費
た
ち
の
思
い
や
悩
た
ち
そ
れ
で
終
わ
り
、
会
議
党
の
宅
政
策
へ
の
妻
、
川
館
)
を
つ
く
る
運
動
が
い
ま
進

r
t
i
F
j‘郵
便

振

替

1

5

1

3

Y
¥日山
口

公
認
、
社
会
基
せ
ん
、
無
所
び
っ
し
り
脅
さ
こ
ま
れ
て
い
る
み
を
紹
介
し
て
み
る
と
ー
か
な
い
と
い
う
と
と
が
多
い
。

旧
態
依
然
の
活
動
ス
タ
イ
ル
の
川
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
金
野
で
も
戦
雲
学
び
平
和
の
蓄

は
十
分
な
も
の
で
は
あ
芸
せ
l
フ
5
9
3
4
松
代
大
本
蛍

ザ

努

へ

r

J
属
の
女
性
議
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
全
部
を
そ
の
ま
ま
活
字
に
女
性
の
視
点
を
活
か
し
、
ど
市
民
の
側
か
ら
一
事
え
ば
、
な
ん
中
で
悩
み
に
悩
ん
で
い
る
女
性
川
国
の
皆
さ
ま
に
こ
の
運
動
に
入
い
を
薪
た

会場白事手による「お墓」アンケートでは、

墓はいらないという人が意外に事かった

ら
、
と
い
う
ロ
老
い
に
つ
い
て

も
、
男
の
監
督
の
措
く
老
い
は

「
諾
態
の
根
源
の
老
人
で
、
暗

い
。
女
の
監
留
の
描
く
老
い
は

生
命
の
美
し
さ
、
勇
気
づ
け
ら

れ
る
老
人
像
宇
掻
い
て
い
る
」

と
い
い
「
映
困
の
没
繕
は
男
性

の
世
界
の
終
わ
り
。
と
れ
か
色

は
第
三
世
界
の
映
画
、
女
性
監

督
の
時
代
」
と
い
う
。

な
だ
さ
ん
は
呆
り
た
唱
を
介

護
し
た
経
娠
を
描
い
た
耕
治
人

の
小
説
「
な
ん
の
ご
縁
で
」
「
ぞ

う
か
も
し
れ
な
い
」
を
紹
介
、

医
者
の
立
場
も
込
め
て

「
μ

呆

け
d
は
惑
で
は
な
い
。
私
た
ち

は
彼
ら
と
つ
き
あ
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
と
と
を
教
わ
っ
て
き
た
。

満
点
の
介
畿
は
考
-
え
ず
気
楽
に

生
き
よ
う
」
。
赤
松
さ
ん
は
「
や

は
り
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
生
活

を
し
た
い
。
呆
け
ぬ
た
め
に
、

思
い
出
そ
う
-と
す
る
努
力
、
み

だ
し
な
み
。
外
に
出
、
対
人
関

係
を
つ
く
る
こ
と
」
と
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
提
案
。

午
後
か
ら
は
後
始
末
，
大
学

講
座
μ

と
し
て
、
相
続
、
骨
に

な
ア
妥
で
、
葬
式
、
警
空
ー

ク
、
ド
ラ
マ
仕
立
て
等
で
笑
わ

せ
な
が
ち
深
刻
な
閏
極
点
を
示

す
。
相
続
で
は
、
唾
骨
一口
状
を
書

い
て
な
か
っ
た
た
め
の
ト
ラ
ブ

ル
の
多
さ
。
特
に
子
ど
も
が
な

い
場
合
、
要
と
共
に
夫
の
親
、

き
ょ
う
だ
い
に
も
相
続
分
が
あ

る
。
き
ょ
う
だ
い
の
配
偶
者
が

権
利
を
言
い
張
っ
た
た
め
に
、

合
格
U
な
い
か
ら
」
と
、
女
性

に
能
力
が
な
い
こ
と
を
主
張
し

続
け
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
七

月
六
日
の
公
判
で
、

一
日
に
十

三
人
全
員
が
証
言
(
裁
判
史
上

で
も
画
期
的
な
こ
と
)
し
、
女

性
が
合
格
で
き
な
い
カ
ラ
ク

リ
、
女
性
が
能
力
で
男
性
に
劣

ら
な
い
こ
と
を
立
註
し
た
。

十
月
に
は
四
十
九
団
体
と
個

人
参
加
に
よ
る
「
芝
信
の
男
女

差
別
を
な
く
す
翼
民
黄
金

も
発
足
し
、
闘
い
の
支
援
と
裁

判
所
に
公
正
判
決
を
求
め
る
運

動
を
展
開
し
て
い
る
。
「
私
た

ち
の
闘
い
は
、
原
告
へ
の
差
別

是
正
で
終
ち
せ
る
の
で
は
な

く
、
昇
進
・
昇
格
と
い
う
ハ
ー

ド
ル
を
柔
り
越
え
、
差
別
を
闘

う
女
性
た
ち
の
歴
史
の
流
れ
に

一
歩
踏
み
出
す
意
義
あ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
結
ぶ
。

九
二
年
に
提
訴
し
た
目
立
の

男
女
差
別
を
な
く
す
鼠
告
団
九

さ
ん
が
大
熱
演
。
「
夫
は
大
住
し
の
評
論
家
、
吉
良
久
子
さ
ん

手
U

た
が
要
は
立
ち
往
生
で
す
は
「
寂
し
く
な
い
と
い
え
ば
ウ

わ
」
と
シ
メ
る
と
会
場
は
大
爆
ソ
だ
が
、
夫
の
死
後
十
一
年
、

笑
。
実
は
乙
れ
は
、
朝
日
新
聞
自
由
で
い
い
年
月
。
土
地
は
信

記
者
・
商
村
秀
俊
さ
ん

(
ア
エ
地
、
家
は
ボ
ロ
。
一
応
、
骨
を

ラ
編
集
部
)
の
実
話
で
、

二
つ
焼
く
く
ら
い
の
金
は
残
し
て
い

の
年
金
に
ま
た
だ
っ
て
い
た
た
る
が
、
あ
と
は
野
と
な
れ
山
と

め
、
繁
雑
な
手
続
き
に
夜
労
と
な
れ
。
A
「
を
楽
レ
く
生
き
て
い

ん
ば
い
。
「
こ
ん
な
や
り
方
は
る
」

。

何
と
か
し
な
い
と
」

。

逆
に
、
夫
の
宛
後
、
不
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だ

夫
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死
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と
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う
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し

し

て

い

る

。
女
性
十
八
歳
、
男

性
二
十
一
歳
未
満
で
結
婚
し
た

人

増

に

悩

む

イ

ン

ド

場
合
も
同
様
で
あ
る
。

一

一
'

d

経
済
学
者
の
中
に
は
、
経
済

イ
ン
ド
の
仇
』
は
い
ま
や
八
万
J
を
取
り
、
政
府
役
人
者
捺
的
発
展
が
人
口
抑
制
へ
の
特

億
九
千
万
人
。
心
の
ぺ
l
ス
で
外
し
た
、
地
域
の
協
議
会
や
住
策
、
H
開
発
と
そ
母
上
の
避
定

増
加
す
る
と
1

四
年
後
に
は
十
毘
グ
ル
ー
プ
を
主
体
に
推
進
す
薬
H
の
意
見
が
あ
り
、
最
も
貧

億
人
。
ニ

O
三
五
年
に
は
十
五
る
計
画
だ
。
専
門
委
員
会
は
、
し
く
出
生
率
の
高
い
北
部
の
一
諸

億
人
に
な
る
見
込
み
。
警
員
の
三
分
の
一
は
女
性
が
占
州
に
お
い
て
そ
の
有
効
性
が
誌

イ
ン
ド
は
、
い
ち
早
く
総
合
め
る
べ
き
。
ま
た
、
従
来
の
誘
さ
れ
て
い
る
。

的
人
口
知
制
政
策
を
実
施
(
包
帯
熊
に
よ
る
不
妊
化
実
掃
の
割
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
計
画
団
体

年
)
し
た
が
、
出
生
率
低
下
に
当
を
廃
止
す
べ
き
と
し
て
い
が
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
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成
功
し
て
い
な
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し
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一
生
の
う
ち
に
産
む
子
供
の
人
な
ぜ
な
ら
劃
当
策
は
、
地
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必
要
と
す
る
人
々
の
抵
抗
に
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数
は
平
均
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・
六
人
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年
間
の
の
役
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が
削
当
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を
達
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す
る
っ
た
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し
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い
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薮
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干
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亡
た
め
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買
収
し
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た
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際
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齢
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受
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。
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。
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受
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績
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す
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回
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同

大
教
浸
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間
合
せ
日
本
開
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有
害
い
て
い
ま
す
か
み
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あ
な
た
が
仕
事
を
や
め
た
く
な
る
と
き
②

権
者
団
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間
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と
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だ
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か
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採
用
の
方
に
薄
樹
進
呈

(
多
数
同
名
が
あ
り
ま
し
た

際
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抽
選
)
さ
せ
て
頂
き
ま

す。し
て
き
た
+
築
の
カ
ラ
ク
リ
が

寝
れ
る
。

「
レ
か
し
、
芝
信
の
労
組
担

当
は
裁
判
は
金
庫
が
勝
つ
と
言

っ
て
い
る
。
理
由
は
、
長
い
問
、

大
資
本
を
中
心
に
築
い
て
き
た

日
本
の
労
務
支
配
、
収
奪
の
根

幹
に
裁
判
所
が
踏
み
切
れ
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ち
だ
」
。

が
、
男
女
平
等
は
世
界
の
、
そ

し
て
時
の
流
れ
で
あ
る
と
と
も

否
め
な
い
。

「
乙
の
流
れ
を
日

本
の
国
で
押
さ
-
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
学
者
、
文
化

人
、
労
働
組
合
も
立
ち
上
が
り
、

要
請
行
動
も
始
ま
っ
た
」
と
。

最
後
に
、
芝
従
組
の
笹
本
原

告
団
長
が
「
芝
信
へ
の
判
決
は

後
に
続
く
二
つ
の
裁
判
の

一
里

塚
と
な
る
。一
一
一
つ
の
裁
判
の
勝

利
に
向
け
、
さ
ち
に
輸
を
広
げ

辛
つ
」
と
一
呼
び
か
り
た
。

合
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十
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十
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鉄
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数
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め
ざ
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大
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会
が
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わ
れ
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。
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加
を
呼
，
ひ
か
り
て
い
る
。
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枝
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子
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突
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突
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で
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言
状
が
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く
モ
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言
状
を
密

き
、
全
部
計
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る
。
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友
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概
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。
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わ
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伸
尚
(
フ
リ
1
-
7

曹
性
問
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神
高
川
区
青
木
町
2
l
l

隻
語
ビ
デ
オ
(
完
茎
巳
旬
ク
印
か
な
が
わ
宜
の
ス
ペ
ー
ス

ラ
ス
討
輪
・
い
じ
め
」

)
上
映
と
括
H
み
ず
A
f
(官
一
帥
・
45
1

3

し
古
い
ゲ
ス
ト
・
山
田
枝
子
(
高
7
7
8
山
出
目
同
ま
で
に
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きれいに洗い上げます二
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しかも洗浄力が約30%アップエ(強力コスの場合)

わずか92し
お風呂の浴槽のほぼ半分で洗えますγ
「新構造節水槽」と「倍速シャワーすすぎ」てームタe水を

おさえて、経済的にお洗濯。
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新しい乾太くんは‘乾爆時間をぐっと締めて

4kg約40分の実力です。しかも7アジィ制御で.
衣類の量平賀.湿り具合を見分けて.ガスの
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ス
ト
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
身
国
の
女
性
の
活
動
状

況
、
仕
事
、
家
庭
で
の
状
況
、

日
本
の
女
性
の
印
象
な
ど
が
語

ら
れ
た
。
ダ
イ
ア
ナ
・

p
・
ブ
ラ
ッ
ド

リ
ー
さ
ん
は
香
港
出
身
。
夫
は

ア
メ
リ
カ
入
、
三
歳
の
子
供
が

い
る
。
在
日
三
年
。
成
田
市
で

英
語
の
講
師
を
し
て
い
る
。
父

親
は
パ
キ
ス
タ
ン
人
で
、
母
親

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
中
国
人
。
い
う
通
り
に
従
っ
て
い
れ
ば
夫
は
句
ほ
ど
支
酎
的
で
は
な
く
、
女
性
っ
て
い
る
。
も
っ
と
勇
気
を
持

ろ
い
ろ
な
文
化
が
交
ざ
っ
た
環
リ
ッ
チ
マ
ン
に
な
る
』
と
い
う
た
ち
が
解
放
運
動
を
や
っ
て
も
っ
て
欲
し
い
」

。
権
利
が
あ
り

境
の
中
で
、
利
点
を
吸
収
し
な
乙
と
わ
ざ
が
あ
る
と
紹
介
。

伺
も
言
わ
な
い
が
、
男
た
ち
は
な
が
ち
行
使
し
な
い
日
本
の
女

が
ら
育
っ
た
と
い
う
。

シ
モ
ー
ヌ

・
三
河
さ
ん
は
エ

家
庭
の
仕
事
に
は
タ
ッ
チ
し
な
性
に
喝
を
入
れ
た
。

「父
は
、
私
が
結
婚
し
て
も
ジ
プ
ト
出
身
。
日
本
人
男
性
と
い
。
女
性
の
地
位
も
だ
ん
だ
ん
ア
ン
ジ
ェ
ル

・
ス
ア
ニ

l
さ

夫
に
頼
り
き
っ
た
女
性
に
な
っ
結
婚
し
て
二
十
年
。
浦
安
市
に
向
上
し
、
実
業
界
で
は
重
要
な
ん
は
米
国
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

て
欲
し
く
な
い
、
母
親
は
強
い
十
二
年
住
む
。
成
人
し
た
二
人
地
位
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
コ
出
身
。
独
身
。
千
葉
市
に
住

意
志
を
持
っ
た
人
聞
に
な
る
よ
の
子
供
が
い
る
。
現
在
、
浦
安
し
、
仕
事
の
上
で
男
女
差
別
は
ん
で
三
年
、
日
本
企
業
で
働
い

う
に
願
っ
て
い
た
」

。
プ
ラ
ッ
市
役
所
の
外
国
人
相
談
窓
口
で
な
い
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

tt

ド
リ
ー
さ
ん
は
両
親
の
願
い
適

働
い
て
い
る
が
「
仕
事
を
通
し
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
。

3
人

の

タ

国

人

女

性

を

迎

え

て

実
現
」
で
、
特
に
評
価
で
き
る
あ
り
、
夫
婦
別
姓
実
行
者
の
福
働
者
問
題
に
関
す
る
、
不
ッ
ト
ワ
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
き
た
一
九
九
三
年
の
セ
ミ
ナ
ー
だ
。

の
は
H

家
族
が
個
人
と
し
て
噂
島
さ
ん
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
l
の

l
ク
組
織
を
作
り
、
日
本
に
在
と
な
る
の
は
明
ら
か
だ
。
(朋
)
ツ
ア
l
の
報
告
が
圧
巻
だ
。

そ
し
て
両
方
の
国
と
日
本
の

重
さ
れ
る
と
と
H

と
H

政
策
と
残
間
さ
ん
、
老
い
と
死
に
向
き
留
し
て
い
る
ア
ジ
ア
系
外
国
人
(
第
一
密
林
二
千
二
百
円
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
税
金
の
高
何
よ
り
の
違
い
は
、
老
い
て
も

し
て
「
理
想
の
家
族
像
」
を
追
合
っ
て
働
く
宮
子
さ
ん
の
語
り
の
抱
え
る
生
活
、
労
働
、
入
国
負
担
で
、
経
済
破
綻
を
起
と
し
同
居
し
た
い
と
い
う
発
想
が
な

求
す
る
と
と
は
避
け
る
べ
き
H

語
、
家
族
観
を
変
え
る
実
践
管
理
法
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

「

女

・

老

い

に

て

い
る
な
ど
と
日
本
で
は
言
わ
い
ほ
ど
個
人
の
確
立
度
、
女
性

と
し
た
点
だ
。
だ
が
日
本
で
は
者
の
歩
み
が
示
さ
れ
る
。
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
書
で

そ

な

え

て

」

れ

た

が
、
痴
呆
を
防
ぐ
グ
ル
l

の
自
立
度
が
高
い
点
だ
。
日
本

厚
生
省
が
、
子
ど
も
が
三
人
に
中
身
の
躍
さ
に
も
か
か
わ
ち
は
現
実
に
起
と
っ
た
事
件
・
話

号

回

女

性

喜

齢

化

プ
ホ
I
ム
と
い
易
し
い
試
み
の
家
族
介
曹
を
強
調
し
て
福
祉

父
母
、
祖
父
母
が
そ
ろ
っ
た
三

ず

対
談
な
の
で
読
み
や
す
く
、
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
外
国
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
も
進
め
ら
れ
て
い
て
、
福
祉
に
に
お
金
を
か
け
ま
い
と
す
る
政

世
代
同
居
を
思
わ
せ
る
ポ
ス
タ
資
料
と
し
て
「
国
際
家
族
年
宣
人
労
働
者
の
不
安
や
貧
し
い
生
〈
こ
れ
ま
育
内
年
、
お
金
を
か
け
る
の
は
乙
の
国
の
策
も
見
え
て
く
る
。

ー
を
作
っ
て
、
国
際
家
族
年
の
言
」
も
付
い
て
い
て
、
学
習
に
活
、
医
療
や
結
婚
や
教
育
問
題
、
こ
れ
か
ら
叩
年
V

伝
統
と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
同
時
収
録
の
年
金
シ
ン
ポ
ジ

理
念
を
大
き
く
ゆ
が
め
て
い
も
最
適
な
一
書
で
あ
る
。
(
陽
)
実
際
に
金
満
帝
国
と
い
わ
れ
て

樋
口
恵
子
監
修

高
福
祉
の
健
在
ぶ
り
が
報
告
さ
ウ
ム
の
記
録
も
、
学
ぶ
点
が
多

る

。

(

ミ

ネ

ル

ゲ

ァ

書

房

千

八

百

も

し

か

た

の

な

い

態

度

の

日

本

も

れ
て
い
る
。

ぃ

。

い

ま

、

ぜ

ひ

読

ん

で
お
き

本

容

は

編

者

の

吉

武

輝

子

さ

円

)

人

な

ど

の

現

実

を

浮

き

彫

り

に

一

方

ア

メ

リ

カ

で

は

、

低

福

た

い

一

同

で

あ

る

。

(

陽

)

(

ミ

ん
が
、
弁
護
士
の
福
島
瑞
穂
さ

「

あ

な

た

の

街

し
て
い
る
。

祉
と
言
わ
れ
る
が
、
何
事
も
国
ネ
ル
グ
ァ
書
房
千
八
百
円
)

ん

、

メ

デ

ィ

ア

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

普

段

、

新

聞

等

で

自

に

す

る

任

せ

で

な

く

自

分

の

と

と

は

自

ー
の
残
闇
里
江
子
さ
ん
、

看
護

の

外

国

人

」

問

題

だ

が

、

や

や

も

す

れ

ば

見

分

で

、

と

い

う

自

主

独

立

の

考

婦
の
富
子
あ
ず
さ
さ
ん
と
の
対

C
A
L
Lネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

過

ご

さ

れ

て

し

ま

い

が

ち

で

あ

え

方

が

基

本

に

あ

る

。
従
っ
て

談
を
通
し
て
、
い
ま
、
家
族
と

司
吋
れ
i
iい
川
付
騨
繍
轍
翻
る
。
そ
う
い

っ

た

現

実

を

提

示

デ

イ

ケ

ア

・セ
ン
タ
ー
や
ナ
l

q
夫
婦
と
は
、
人
の
生
死
と
動
-
人
¥

鴫
鱗
開
鱒
織
し
、
速
や
か
な
入
国
管
理
法
の

シ
ン
グ
ホ
l
ム
も
、
民
間
企
業

は
を
聞
い
か
り
て
い
る
。
必
瓶

一一
暢

議

機

盤

改

定

を
望
む

一方
で

、

在

留

外

が

地

域
社
会
貢
献
の
た
め
に
作

吋
山
町
岨
m
R叫
雌
蜘

，

U
簿間

関輔
副
総
務

結
婚
後
十
二
年
間
も
旧
姓
を
な
タ

開
制

関

犠

麓

国

人

に
対
す
る
、
個
人
べ
l
ス

り

、

福

祉

社

会

づ

く

り

も

自

力

隆
明
書
臨
時
ae
泊
轟
噂
露

名
乗
り
続
け
た
吉
武
さ
ん
の
、

!
iけ
け

l

j
闘

併

願

畿

で

の

理

解

を

投

げ

か

け

て

い

で

め

ざ

し

て

い

る

。
ボ
ラ
ン
テ

い
ま
だ
家
意
識
が
根
強
い
日
本
都
内
の
労
働
団
体

・
市
民
連
る
。
い

つ

ま

で

も

他

人

ご

と

と

ィ

ア

精

神

も

お

ざ

な

り

で

な

の
社
会
の
分
析
に
は
説
得
力
が
動
団
体
が
結
集
し
て
外
国
人
労
言
っ
て
は
い
ち
れ
な
い
。
こ

れ

く

、

女

性

た

ち

の

連

帯

も

活

発

(4 ) 〈金曜日〉

千
葉
県
に
在
住
の
外
国
人
と

女
性
た
ち
が
語
り
、
学
び
、
理

解
し
あ
お
う
と
千
葉
県
主
催
の

「
千
葉
・
国
際
女
性
フ
ォ
1
ラ

ム
」
が
先
頃
聞
か
れ
た
。
約
百

五
十
人
が
参
加
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
イ
ン
は
、

三
人
の
外
国
人
女
性
を
パ
ネ
リ

1995年 1月 20日安売号 f、来斤担宥

「
日
本
の
家
族

を

考

え

る

」

吉
武
輝
子
編

女
・
男
・
家
族
の
ゆ
く
え

福
島
瑞
穂

残
間
里
江
子
著

宮
子
あ
ず
さ

国受を

白
羽
二一…ヰ一

殺
事
rzmw

今
年
は
「
国
際
家
族
年
」
。

国
連
の
理
念
は
「
家
庭
内
に
お

け
る
男
女
平
等
の
促
進
。
家
事

の
負
担
、
麗
用
機
会
の
共
有
の

(鋼電3積郵便物認可)

一
一
国
癒
機
艦
磁
傍
観
一
都
窓
側
一
筋
疑
似
初
勝

愚
近
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ほ
ど
で
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
飾
り
香
り
を
出
し
、
爽
や
か
な
香

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
注
文
す
る
世
界
的
に
も
昔
か
ら
便
わ
に
使
わ
れ
る
ミ
ン
ト
は
、
目
り
を
楽
し
む
乙
と
も
で
き
ま

と
、
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
れ
て
い
る
ス
パ
イ
ス
で
、
で
グ
リ
ー
ン
を
楽
し
む
だ
け
す
。

可
愛
ち
レ
い
葉
が
の
っ
て
出
川
種
類
以
上
も
あ
る
と
言

わ

で

な
く
、
ス
プ
ー
ン
の
裏
で
今
回
紹
介
す
る
料
理
は
、

て
き
ま
す
。
こ
の
葉
は
、
ほ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ン
ト
の
ス

と
ん
ど
が
ミ
ン
ト
で
す
。
ミ

l
ッ
と
す
る
清
涼
感
は
、
砂

ン
ト
は
、
ハ
ー
プ
系
ス
パ
イ
糖
の
甘
み
と
良
く
合
い
ま

ス
で
、
日
本
の
シ
ソ
と
同
じ
す
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
ド
ロ
ッ

シ
ソ
科
の
仲
間
で
す
。
そ
の
プ
、
ガ
ム
、
ゼ
リ
ー
な
ど
に

せ
い
で
し
ょ
う
か
、
日
本
人
使
わ
れ
る
ほ
か
、
ョ
l
ロ
ッ

に
も
大
変
好
ま
れ
、
自
分
で
パ
で
は
、
ラ
ム
、
マ
ト
ン
料

栽
培
す
る
人
も
増
え
て
い
お
理
に
使
わ
れ
ま
す
。

第 1086号

仕
事
で
接
す
る
外
国
人
女
性

た
ち
は
や
は
り
言
葉
の
壁
に
苦

労
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
病
気

や
学
校
、
文
化
の
遣
い
で
も
悩

ん
で
い
る
。
日
本
女
性
は
|
|

「
法
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を

持
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る

が
、
職
場
な
ど
で
不
満
が
あ
っ

て
も
自
分
で
言
わ
ず
、
誰
か
が

上
司
に
言
っ
て
く
れ
る
の
を
待

り
、
結
婚
後
も
社
会
で
活
躍
し
て
多
く
の
外
国
人
と
会
え
、
日

て
い
る
。
夫
も
積
極
的
に
家
事
、
・
本
の
い
ろ
ん
な
乙
と
を
知
る
こ

育
児
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
香
と
が
で
き
充
実
し
て
い
る
」
と

港
で
は
、
女
性
が
強
く
て
し
つ
い
う
。

か
り
し
て
い
る
の
で
『
妻
の
言
エ
ジ
プ
ト
の
男
性
は
見
か
け

日
本
の
女
性
に
h

品ア

日本の女性に耳の痛い発言も

権
利
あ
る
の
に
行
使
し
な
い

本
書
は
「
高
齢
社
会
(
昨
年

六
月
「
高
齢
化
社
会
」
か
ち
名

称
変
更
)
を
よ
く
す
る
女
性
の

会
」
(
代
表

・
樋
口
恵
子
)
の

十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

ま
と
め
で
あ
る
。
五
十
四
人
も

の
メ
ン
バ
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
を
見
て

ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
。
と
て
も

簡
単
に
で
き
る
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
で
す
。

〈
ミ
ン
ト
風
味
の
パ
リ
パ

リ
ス
ナ
ッ
ク
〉

【
材
料
】

(却
枚
分
)

マ
シ
ュ
マ
ロ
・:
却
個
、
鮫

子
の
皮

---m枚
、
ミ
ン
ト
(
ホ

溶かしたマシュマロの中に

ミントを加えます

鮫子の皮の上に薄くぬります

パリパリスナックの出来上がり。いろ

いろな卜ッピングで楽しんで下さい

ウ
ル
)
:
・
小
さ
じ
l

【
作
り
方
】

①
鍋
(
小
さ
い
も
の
)
に

マ
シ
ュ
マ
ロ
、
調
大
さ
じ
2

を
入
れ
、
ご
く
弱
火
で
マ
シ

ュ
マ
ロ
を
溶
か
す
。

②
ミ
ン
ト
を
加
え
、
よ
く

混
ぜ
る
。

③
丸
型
の
ク
ッ
キ
ン
グ
シ

ー
ト
に
、
鮫
子
の
皮
を
7
枚

を
広
げ
、
そ
の
上
に
、

②
を

暫
く
伸
ば
し
電
子
レ
ン
ジ
(

捌
W
)
で
l
分
加
秒
調
理
す

る
。※
③
の
段
階
で
、
好
み
に

よ
り
ス
パ
イ
ス
(
カ
イ
エ
ン

ペ
パ

l
、
シ
ナ
モ
ン
、
ガ
ラ

ム
マ
サ
ラ
、
チ
リ
l
パ
ウ
ダ

ー、

パ
プ
リ
カ
、
カ
レ
l
パ

ウ
ダ
ー
)
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ

れ
躍
り
か
り
て
い
ろ
い
ろ
に

味
わ
う
乙
と
も
で
き
ま
す
。

(
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ミ
ン
ト
の
爽
や
か
な
芳
香

は
、
開
花
前
後
が
一
番
良
く
、

冬
に
収
種
し
た
も
の
は
弱
い

も
の
で
す
。乙
ん
な
時
に
は
、

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
収
種
し

た
ド
ラ
イ
の
ミ
ン
ト
を
活
用

す
る
乙
と
を
お
勧
め
し
ま

す。
(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

て
い
る
。

「私
が
働
い
て
い
る
職
場
に

い
る
日
本
女
性
は
知
的
で
組
織

的
感
覚
を
持
っ
て
い
る
。
が、

女
性
は
管
理
職
に
は
ほ
ど
速
い

と
こ
ろ
に
い
る
。
一
般
に
日
本

の
女
性
の
多
く
は
H

自
分
は
同

僚
の
男
性
よ
り
劣
っ
て
い
る
H

と
思
い
込
ん
で
い
て
、
臆
病
に

な
っ
て
い
る
さ
♀
ι。
普
通
の

会
話
で
は
、
自
分
の
意
見
を
言

う
の
に
、
上
司
の
前
で
は
何
も

言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

で
残
念
だ
。
縮
と
ま
っ
て
い
な

い
で
、

言
い
た
い
こ
と
を
言
う

べ
き
だ
」
と
、
日
本
の
女
性
に

耳
に
痛
い
乙
と
を
チ
ク
リ
。

続
く
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
着
付
り
や
茶
道
、
生
花
、

琴
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
外
国
人
の
女
性
た
ち
は
思

い
思
い
に
日
本
の
文
化
を
楽
し

み
、
女
流
の
輸
を
広
げ
た
。

浦
野
美
智
子

「
う
ち
の
会
社

に

か

ぎ

っ

て

」

品 ユコ
バふれ ア三
金版 。Iiij ル Aご
か~・3・'c >~" i と乙

泊三t:Jf福244
，~~，.- A島ノ.:z
瑞ス全
穂メ;彩

編ンタ
箸卜シ

ml出
V
浮
世
絵
名
品
展

mm日
附
ま
で
太
田
記
念
美

ブ
ラ
ジ
ル
の
巻
①

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
肉
が
大
変

安
い
。
と
の
と
乙
ろ
イ
ン
フ

レ
で
ず
い
分
値
上
が
り
し
た

が
、
現
在
、
よ
肉
で
一
キ
ロ九

ド
ル
(
米
J
)
中
肉
で
五
ド
ル
く

ら
い
だ
。
だ
か
ら
貧
乏
人
も

た
っ
ぷ
り
安
い
肉
を
食
べ

る
。
上
・
中
流
階
層
は
、
昼

食
に
一
キ
ロ
も
あ
る
牛
肉
を
ス

テ
ー
キ
に
し
て
ペ
ロ
リ
と
食

べ
る
。
そ
れ
で
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
高
い
人
が
多
い
。

最
近
、
医
者
も
盛
ん
に
肉

の
食
べ
す
ぎ
を
い
ま
し
め
て

い
る
の
で
、
魚
を
食
べ
る
人

が
大
変
増
『
え
て
き
た
。

私
の
住
む
ク
リ
チ
パ
市

(
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
、
パ
ラ
ナ

州
の
州
都
、
ド
イ
ツ
系
の
移

民
が
多
い
)
に
は
日
本
食
の

レ
ス
ト
ラ
ン
が
七
軒
あ
る

が
、
日
系
人
で
は
な
い
ブ
ラ

ジ
ル
人
に
も
大
変
評
判
が
よ

い
。
土
曜
、
日
曜
は
も
ち
ろ

ん
、
平
日
で
も
夜
は
い
っ
ぱ

い
で
、
客
の
八
割
は
非
日
系
。

お
箸
を
上
手
に
っ
か
つ
て
、

サ
シ
ミ
や
ス
シ
に
舌
つ
づ
み

を
打
っ
て
い
る
。
特
に
サ
シ

ミ
は
人
気
が
高
い
よ
う
だ
。

一
般
客
庭
で
も
昼
食
に
魚

が
よ
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ク
リ
チ
パ
で
は
、
魚
は
ス

ー
パ
ー
で
は
売
っ
て
な
い
。

専
門
の
魚
屋
だ
。
な
ん
と
街

の
ど
ま
ん
中
の
目
按
き
の
商

眉
街
の
、
隣
が
靴
屋
、
前
が

高
級
衣
類
の
百
を
前
に
し

て
、
魚
屋
が
デ
ン
と
開
業
し

て
い
る
。
生
ぐ
さ
い
匂
い
が

嫌
わ
れ
る
の
で
、
ひ
ん
ぱ
ん

に
水
で
洗
い
、
き
れ
い
に
し

て
い
る
。

売
っ
て
い
る
魚
は
、
パ
ル

ゴ
(
タ
イ
)
、
サ
ル
ジ
ン
ニ
ャ

(イ
ワ
シ
)
、
パ
ク
レ

(ナ

マ
ズ
)
、
タ
イ
ン
ニ
ャ

(ボ

ラ
)
、
ア
ト
ン

(
マ
グ
ロ
)
、

ア
ン
シ
ョ

l
パ

(カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
)
、
ペ
ス
カ
l
ダ
(タ

局よ腕倉会宅一く
勾時《念ぺ各λ急窃

四回|
生サケのうまみを

逃がさないために

ラ
の

一
種
)
、
パ
カ
リ
ャ
オ

(タ
ラ
)
、
カ
マ
ロ
ン

(
エ

ビ
)
、
ル
l
ラ

(イ
カ
)
、

ア
リ
ス
コ

(貝
)
等
。
も
と

も
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
系
の
人
聞
が
聞
い
た
園
だ

し
、
魚
は
鐘
富
で
あ
る
。

料
理
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
一

般
に
油
こ
い
も
の
が
好
き
な

の
で
フ
ラ
イ
が
多
い
よ
う

だ
。
メ
リ
ケ
ン
粉
を
ま
ぶ
し

て
油
で
揚
げ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

人
は
食
道
楽
の
大
食
漢
な
の

で
エ
ピ
な
ど
ニ
J
、
三年ロ
と

買
い
乙
み
フ
ラ
イ
に
し
て
い

た
。
が
、
こ
の
ご
ろ
、
昔
、

安
か
っ
た
魚
が
大
変
高
く
な

っ
た
。
肉
と
同
じ
く
ら
い
す

る
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の

友
人
に
聞
い
て
み
た
ら
、
あ

ん
な
に
海
に
近
い
の
に
ク
リ

チ
パ
よ
り
も
っ
と
高
く
、
魚

は
庶
毘
の
口
に
は
な
か
な
か

入
ろ
な
い
。
エ
ビ
な
ど
は
と

て
も
・・・・・・
と
い
う
せ
ち
辛
い

話
だ
っ
た
。
(斎
藤
美
代
子
)

斎
藤
美
代
子
川
一
九
五
0

年
代
H

自
由
を
求
め
て
H

ブ

ラ
ジ
ル
に
渡
航
。
以
来
ブ
ラ

ジ
ル
で
暮
ろ
す
。
現
在
、
パ

ラ
ナ
州
ク
リ
チ
パ
市
在
住
。

パ
ラ
ナ
連
邦
大
日
本
語
講
座

教
授
法
責
任
者
、
南
パ
ラ
ナ

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
会

長
。

湿ザケは脱水効果で身がひき

しまっており、タンパク質が凝

固しているため網で焼いてもう
まみが逃げなU、。生ザケは肉汁

がおち、うまみが逃げやすU、。

フライやムニエルにするか、ア
ルミ箔で包み焼きにするとおい

しく食べられる。

制大日本水産会・

おさかな普及協議会
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ス
ト
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
身
国
の
女
性
の
活
動
状

況
、
仕
事
、
家
庭
で
の
状
況
、

日
本
の
女
性
の
印
象
な
ど
が
語

ら
れ
た
。
ダ
イ
ア
ナ
・

p
・
ブ
ラ
ッ
ド

リ
ー
さ
ん
は
香
港
出
身
。
夫
は

ア
メ
リ
カ
入
、
三
歳
の
子
供
が

い
る
。
在
日
三
年
。
成
田
市
で

英
語
の
講
師
を
し
て
い
る
。
父

親
は
パ
キ
ス
タ
ン
人
で
、
母
親

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
中
国
人
。
い
う
通
り
に
従
っ
て
い
れ
ば
夫
は
句
ほ
ど
支
酎
的
で
は
な
く
、
女
性
っ
て
い
る
。
も
っ
と
勇
気
を
持

ろ
い
ろ
な
文
化
が
交
ざ
っ
た
環
リ
ッ
チ
マ
ン
に
な
る
』
と
い
う
た
ち
が
解
放
運
動
を
や
っ
て
も
っ
て
欲
し
い
」

。
権
利
が
あ
り

境
の
中
で
、
利
点
を
吸
収
し
な
乙
と
わ
ざ
が
あ
る
と
紹
介
。

伺
も
言
わ
な
い
が
、
男
た
ち
は
な
が
ち
行
使
し
な
い
日
本
の
女

が
ら
育
っ
た
と
い
う
。

シ
モ
ー
ヌ

・
三
河
さ
ん
は
エ

家
庭
の
仕
事
に
は
タ
ッ
チ
し
な
性
に
喝
を
入
れ
た
。

「父
は
、
私
が
結
婚
し
て
も
ジ
プ
ト
出
身
。
日
本
人
男
性
と
い
。
女
性
の
地
位
も
だ
ん
だ
ん
ア
ン
ジ
ェ
ル

・
ス
ア
ニ

l
さ

夫
に
頼
り
き
っ
た
女
性
に
な
っ
結
婚
し
て
二
十
年
。
浦
安
市
に
向
上
し
、
実
業
界
で
は
重
要
な
ん
は
米
国
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

て
欲
し
く
な
い
、
母
親
は
強
い
十
二
年
住
む
。
成
人
し
た
二
人
地
位
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
コ
出
身
。
独
身
。
千
葉
市
に
住

意
志
を
持
っ
た
人
聞
に
な
る
よ
の
子
供
が
い
る
。
現
在
、
浦
安
し
、
仕
事
の
上
で
男
女
差
別
は
ん
で
三
年
、
日
本
企
業
で
働
い

う
に
願
っ
て
い
た
」

。
プ
ラ
ッ
市
役
所
の
外
国
人
相
談
窓
口
で
な
い
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

tt

ド
リ
ー
さ
ん
は
両
親
の
願
い
適

働
い
て
い
る
が
「
仕
事
を
通
し
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
。

3
人

の

タ

国

人

女

性

を

迎

え

て

実
現
」
で
、
特
に
評
価
で
き
る
あ
り
、
夫
婦
別
姓
実
行
者
の
福
働
者
問
題
に
関
す
る
、
不
ッ
ト
ワ
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
き
た
一
九
九
三
年
の
セ
ミ
ナ
ー
だ
。

の
は
H

家
族
が
個
人
と
し
て
噂
島
さ
ん
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
l
の

l
ク
組
織
を
作
り
、
日
本
に
在
と
な
る
の
は
明
ら
か
だ
。
(朋
)
ツ
ア
l
の
報
告
が
圧
巻
だ
。

そ
し
て
両
方
の
国
と
日
本
の

重
さ
れ
る
と
と
H

と
H

政
策
と
残
間
さ
ん
、
老
い
と
死
に
向
き
留
し
て
い
る
ア
ジ
ア
系
外
国
人
(
第
一
密
林
二
千
二
百
円
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
税
金
の
高
何
よ
り
の
違
い
は
、
老
い
て
も

し
て
「
理
想
の
家
族
像
」
を
追
合
っ
て
働
く
宮
子
さ
ん
の
語
り
の
抱
え
る
生
活
、
労
働
、
入
国
負
担
で
、
経
済
破
綻
を
起
と
し
同
居
し
た
い
と
い
う
発
想
が
な

求
す
る
と
と
は
避
け
る
べ
き
H

語
、
家
族
観
を
変
え
る
実
践
管
理
法
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

「

女

・

老

い

に

て

い
る
な
ど
と
日
本
で
は
言
わ
い
ほ
ど
個
人
の
確
立
度
、
女
性

と
し
た
点
だ
。
だ
が
日
本
で
は
者
の
歩
み
が
示
さ
れ
る
。
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
書
で

そ

な

え

て

」

れ

た

が
、
痴
呆
を
防
ぐ
グ
ル
l

の
自
立
度
が
高
い
点
だ
。
日
本

厚
生
省
が
、
子
ど
も
が
三
人
に
中
身
の
躍
さ
に
も
か
か
わ
ち
は
現
実
に
起
と
っ
た
事
件
・
話

号

回

女

性

喜

齢

化

プ
ホ
I
ム
と
い
易
し
い
試
み
の
家
族
介
曹
を
強
調
し
て
福
祉

父
母
、
祖
父
母
が
そ
ろ
っ
た
三

ず

対
談
な
の
で
読
み
や
す
く
、
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
外
国
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
も
進
め
ら
れ
て
い
て
、
福
祉
に
に
お
金
を
か
け
ま
い
と
す
る
政

世
代
同
居
を
思
わ
せ
る
ポ
ス
タ
資
料
と
し
て
「
国
際
家
族
年
宣
人
労
働
者
の
不
安
や
貧
し
い
生
〈
こ
れ
ま
育
内
年
、
お
金
を
か
け
る
の
は
乙
の
国
の
策
も
見
え
て
く
る
。

ー
を
作
っ
て
、
国
際
家
族
年
の
言
」
も
付
い
て
い
て
、
学
習
に
活
、
医
療
や
結
婚
や
教
育
問
題
、
こ
れ
か
ら
叩
年
V

伝
統
と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
同
時
収
録
の
年
金
シ
ン
ポ
ジ

理
念
を
大
き
く
ゆ
が
め
て
い
も
最
適
な
一
書
で
あ
る
。
(
陽
)
実
際
に
金
満
帝
国
と
い
わ
れ
て

樋
口
恵
子
監
修

高
福
祉
の
健
在
ぶ
り
が
報
告
さ
ウ
ム
の
記
録
も
、
学
ぶ
点
が
多

る

。

(

ミ

ネ

ル

ゲ

ァ

書

房

千

八

百

も

し

か

た

の

な

い

態

度

の

日

本

も

れ
て
い
る
。

ぃ

。

い

ま

、

ぜ

ひ

読

ん

で
お
き

本

容

は

編

者

の

吉

武

輝

子

さ

円

)

人

な

ど

の

現

実

を

浮

き

彫

り

に

一

方

ア

メ

リ

カ

で

は

、

低

福

た

い

一

同

で

あ

る

。

(

陽

)

(

ミ

ん
が
、
弁
護
士
の
福
島
瑞
穂
さ

「

あ

な

た

の

街

し
て
い
る
。

祉
と
言
わ
れ
る
が
、
何
事
も
国
ネ
ル
グ
ァ
書
房
千
八
百
円
)

ん

、

メ

デ

ィ

ア

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

普

段

、

新

聞

等

で

自

に

す

る

任

せ

で

な

く

自

分

の

と

と

は

自

ー
の
残
闇
里
江
子
さ
ん
、

看
護

の

外

国

人

」

問

題

だ

が

、

や

や

も

す

れ

ば

見

分

で

、

と

い

う

自

主

独

立

の

考

婦
の
富
子
あ
ず
さ
さ
ん
と
の
対

C
A
L
Lネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

過

ご

さ

れ

て

し

ま

い

が

ち

で

あ

え

方

が

基

本

に

あ

る

。
従
っ
て

談
を
通
し
て
、
い
ま
、
家
族
と

司
吋
れ
i
iい
川
付
騨
繍
轍
翻
る
。
そ
う
い

っ

た

現

実

を

提

示

デ

イ

ケ

ア

・セ
ン
タ
ー
や
ナ
l

q
夫
婦
と
は
、
人
の
生
死
と
動
-
人
¥

鴫
鱗
開
鱒
織
し
、
速
や
か
な
入
国
管
理
法
の

シ
ン
グ
ホ
l
ム
も
、
民
間
企
業

は
を
聞
い
か
り
て
い
る
。
必
瓶

一一
暢

議

機

盤

改

定

を
望
む

一方
で

、

在

留

外

が

地

域
社
会
貢
献
の
た
め
に
作

吋
山
町
岨
m
R叫
雌
蜘

，

U
簿間

関輔
副
総
務

結
婚
後
十
二
年
間
も
旧
姓
を
な
タ

開
制

関

犠

麓

国

人

に
対
す
る
、
個
人
べ
l
ス

り

、

福

祉

社

会

づ

く

り

も

自

力

隆
明
書
臨
時
ae
泊
轟
噂
露

名
乗
り
続
け
た
吉
武
さ
ん
の
、

!
iけ
け

l

j
闘

併

願

畿

で

の

理

解

を

投

げ

か

け

て

い

で

め

ざ

し

て

い

る

。
ボ
ラ
ン
テ

い
ま
だ
家
意
識
が
根
強
い
日
本
都
内
の
労
働
団
体

・
市
民
連
る
。
い

つ

ま

で

も

他

人

ご

と

と

ィ

ア

精

神

も

お

ざ

な

り

で

な

の
社
会
の
分
析
に
は
説
得
力
が
動
団
体
が
結
集
し
て
外
国
人
労
言
っ
て
は
い
ち
れ
な
い
。
こ

れ

く

、

女

性

た

ち

の

連

帯

も

活

発

(4 ) 〈金曜日〉

千
葉
県
に
在
住
の
外
国
人
と

女
性
た
ち
が
語
り
、
学
び
、
理

解
し
あ
お
う
と
千
葉
県
主
催
の

「
千
葉
・
国
際
女
性
フ
ォ
1
ラ

ム
」
が
先
頃
聞
か
れ
た
。
約
百

五
十
人
が
参
加
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
イ
ン
は
、

三
人
の
外
国
人
女
性
を
パ
ネ
リ

1995年 1月 20日安売号 f、来斤担宥

「
日
本
の
家
族

を

考

え

る

」

吉
武
輝
子
編

女
・
男
・
家
族
の
ゆ
く
え

福
島
瑞
穂

残
間
里
江
子
著

宮
子
あ
ず
さ

国受を

白
羽
二一…ヰ一

殺
事
rzmw

今
年
は
「
国
際
家
族
年
」
。

国
連
の
理
念
は
「
家
庭
内
に
お

け
る
男
女
平
等
の
促
進
。
家
事

の
負
担
、
麗
用
機
会
の
共
有
の

(鋼電3積郵便物認可)

一
一
国
癒
機
艦
磁
傍
観
一
都
窓
側
一
筋
疑
似
初
勝

愚
近
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ほ
ど
で
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
飾
り
香
り
を
出
し
、
爽
や
か
な
香

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
注
文
す
る
世
界
的
に
も
昔
か
ら
便
わ
に
使
わ
れ
る
ミ
ン
ト
は
、
目
り
を
楽
し
む
乙
と
も
で
き
ま

と
、
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
の
れ
て
い
る
ス
パ
イ
ス
で
、
で
グ
リ
ー
ン
を
楽
し
む
だ
け
す
。

可
愛
ち
レ
い
葉
が
の
っ
て
出
川
種
類
以
上
も
あ
る
と
言

わ

で

な
く
、
ス
プ
ー
ン
の
裏
で
今
回
紹
介
す
る
料
理
は
、

て
き
ま
す
。
こ
の
葉
は
、
ほ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ン
ト
の
ス

と
ん
ど
が
ミ
ン
ト
で
す
。
ミ

l
ッ
と
す
る
清
涼
感
は
、
砂

ン
ト
は
、
ハ
ー
プ
系
ス
パ
イ
糖
の
甘
み
と
良
く
合
い
ま

ス
で
、
日
本
の
シ
ソ
と
同
じ
す
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
ド
ロ
ッ

シ
ソ
科
の
仲
間
で
す
。
そ
の
プ
、
ガ
ム
、
ゼ
リ
ー
な
ど
に

せ
い
で
し
ょ
う
か
、
日
本
人
使
わ
れ
る
ほ
か
、
ョ
l
ロ
ッ

に
も
大
変
好
ま
れ
、
自
分
で
パ
で
は
、
ラ
ム
、
マ
ト
ン
料

栽
培
す
る
人
も
増
え
て
い
お
理
に
使
わ
れ
ま
す
。

第 1086号

仕
事
で
接
す
る
外
国
人
女
性

た
ち
は
や
は
り
言
葉
の
壁
に
苦

労
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
病
気

や
学
校
、
文
化
の
遣
い
で
も
悩

ん
で
い
る
。
日
本
女
性
は
|
|

「
法
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を

持
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る

が
、
職
場
な
ど
で
不
満
が
あ
っ

て
も
自
分
で
言
わ
ず
、
誰
か
が

上
司
に
言
っ
て
く
れ
る
の
を
待

り
、
結
婚
後
も
社
会
で
活
躍
し
て
多
く
の
外
国
人
と
会
え
、
日

て
い
る
。
夫
も
積
極
的
に
家
事
、
・
本
の
い
ろ
ん
な
乙
と
を
知
る
こ

育
児
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
香
と
が
で
き
充
実
し
て
い
る
」
と

港
で
は
、
女
性
が
強
く
て
し
つ
い
う
。

か
り
し
て
い
る
の
で
『
妻
の
言
エ
ジ
プ
ト
の
男
性
は
見
か
け

日
本
の
女
性
に
h

品ア

日本の女性に耳の痛い発言も

権
利
あ
る
の
に
行
使
し
な
い

本
書
は
「
高
齢
社
会
(
昨
年

六
月
「
高
齢
化
社
会
」
か
ち
名

称
変
更
)
を
よ
く
す
る
女
性
の

会
」
(
代
表

・
樋
口
恵
子
)
の

十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

ま
と
め
で
あ
る
。
五
十
四
人
も

の
メ
ン
バ
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
を
見
て

ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
。
と
て
も

簡
単
に
で
き
る
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
で
す
。

〈
ミ
ン
ト
風
味
の
パ
リ
パ

リ
ス
ナ
ッ
ク
〉

【
材
料
】

(却
枚
分
)

マ
シ
ュ
マ
ロ
・:
却
個
、
鮫

子
の
皮

---m枚
、
ミ
ン
ト
(
ホ

溶かしたマシュマロの中に

ミントを加えます

鮫子の皮の上に薄くぬります

パリパリスナックの出来上がり。いろ

いろな卜ッピングで楽しんで下さい

ウ
ル
)
:
・
小
さ
じ
l

【
作
り
方
】

①
鍋
(
小
さ
い
も
の
)
に

マ
シ
ュ
マ
ロ
、
調
大
さ
じ
2

を
入
れ
、
ご
く
弱
火
で
マ
シ

ュ
マ
ロ
を
溶
か
す
。

②
ミ
ン
ト
を
加
え
、
よ
く

混
ぜ
る
。

③
丸
型
の
ク
ッ
キ
ン
グ
シ

ー
ト
に
、
鮫
子
の
皮
を
7
枚

を
広
げ
、
そ
の
上
に
、

②
を

暫
く
伸
ば
し
電
子
レ
ン
ジ
(

捌
W
)
で
l
分
加
秒
調
理
す

る
。※
③
の
段
階
で
、
好
み
に

よ
り
ス
パ
イ
ス
(
カ
イ
エ
ン

ペ
パ

l
、
シ
ナ
モ
ン
、
ガ
ラ

ム
マ
サ
ラ
、
チ
リ
l
パ
ウ
ダ

ー、

パ
プ
リ
カ
、
カ
レ
l
パ

ウ
ダ
ー
)
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ

れ
躍
り
か
り
て
い
ろ
い
ろ
に

味
わ
う
乙
と
も
で
き
ま
す
。

(
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ミ
ン
ト
の
爽
や
か
な
芳
香

は
、
開
花
前
後
が
一
番
良
く
、

冬
に
収
種
し
た
も
の
は
弱
い

も
の
で
す
。乙
ん
な
時
に
は
、

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
収
種
し

た
ド
ラ
イ
の
ミ
ン
ト
を
活
用

す
る
乙
と
を
お
勧
め
し
ま

す。
(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

て
い
る
。

「私
が
働
い
て
い
る
職
場
に

い
る
日
本
女
性
は
知
的
で
組
織

的
感
覚
を
持
っ
て
い
る
。
が、

女
性
は
管
理
職
に
は
ほ
ど
速
い

と
こ
ろ
に
い
る
。
一
般
に
日
本

の
女
性
の
多
く
は
H

自
分
は
同

僚
の
男
性
よ
り
劣
っ
て
い
る
H

と
思
い
込
ん
で
い
て
、
臆
病
に

な
っ
て
い
る
さ
♀
ι。
普
通
の

会
話
で
は
、
自
分
の
意
見
を
言

う
の
に
、
上
司
の
前
で
は
何
も

言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

で
残
念
だ
。
縮
と
ま
っ
て
い
な

い
で
、

言
い
た
い
こ
と
を
言
う

べ
き
だ
」
と
、
日
本
の
女
性
に

耳
に
痛
い
乙
と
を
チ
ク
リ
。

続
く
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
着
付
り
や
茶
道
、
生
花
、

琴
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
外
国
人
の
女
性
た
ち
は
思

い
思
い
に
日
本
の
文
化
を
楽
し

み
、
女
流
の
輸
を
広
げ
た
。

浦
野
美
智
子

「
う
ち
の
会
社

に

か

ぎ

っ

て

」

品 ユコ
バふれ ア三
金版 。Iiij ル Aご
か~・3・'c >~" i と乙
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瑞ス全
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編ンタ
箸卜シ

ml出
V
浮
世
絵
名
品
展

mm日
附
ま
で
太
田
記
念
美

ブ
ラ
ジ
ル
の
巻
①

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
肉
が
大
変

安
い
。
と
の
と
乙
ろ
イ
ン
フ

レ
で
ず
い
分
値
上
が
り
し
た

が
、
現
在
、
よ
肉
で
一
キ
ロ九

ド
ル
(
米
J
)
中
肉
で
五
ド
ル
く

ら
い
だ
。
だ
か
ら
貧
乏
人
も

た
っ
ぷ
り
安
い
肉
を
食
べ

る
。
上
・
中
流
階
層
は
、
昼

食
に
一
キ
ロ
も
あ
る
牛
肉
を
ス

テ
ー
キ
に
し
て
ペ
ロ
リ
と
食

べ
る
。
そ
れ
で
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
高
い
人
が
多
い
。

最
近
、
医
者
も
盛
ん
に
肉

の
食
べ
す
ぎ
を
い
ま
し
め
て

い
る
の
で
、
魚
を
食
べ
る
人

が
大
変
増
『
え
て
き
た
。

私
の
住
む
ク
リ
チ
パ
市

(
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
、
パ
ラ
ナ

州
の
州
都
、
ド
イ
ツ
系
の
移

民
が
多
い
)
に
は
日
本
食
の

レ
ス
ト
ラ
ン
が
七
軒
あ
る

が
、
日
系
人
で
は
な
い
ブ
ラ

ジ
ル
人
に
も
大
変
評
判
が
よ

い
。
土
曜
、
日
曜
は
も
ち
ろ

ん
、
平
日
で
も
夜
は
い
っ
ぱ

い
で
、
客
の
八
割
は
非
日
系
。

お
箸
を
上
手
に
っ
か
つ
て
、

サ
シ
ミ
や
ス
シ
に
舌
つ
づ
み

を
打
っ
て
い
る
。
特
に
サ
シ

ミ
は
人
気
が
高
い
よ
う
だ
。

一
般
客
庭
で
も
昼
食
に
魚

が
よ
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

ク
リ
チ
パ
で
は
、
魚
は
ス

ー
パ
ー
で
は
売
っ
て
な
い
。

専
門
の
魚
屋
だ
。
な
ん
と
街

の
ど
ま
ん
中
の
目
按
き
の
商

眉
街
の
、
隣
が
靴
屋
、
前
が

高
級
衣
類
の
百
を
前
に
し

て
、
魚
屋
が
デ
ン
と
開
業
し

て
い
る
。
生
ぐ
さ
い
匂
い
が

嫌
わ
れ
る
の
で
、
ひ
ん
ぱ
ん

に
水
で
洗
い
、
き
れ
い
に
し

て
い
る
。

売
っ
て
い
る
魚
は
、
パ
ル

ゴ
(
タ
イ
)
、
サ
ル
ジ
ン
ニ
ャ

(イ
ワ
シ
)
、
パ
ク
レ

(ナ

マ
ズ
)
、
タ
イ
ン
ニ
ャ

(ボ

ラ
)
、
ア
ト
ン

(
マ
グ
ロ
)
、

ア
ン
シ
ョ

l
パ

(カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
)
、
ペ
ス
カ
l
ダ
(タ

局よ腕倉会宅一く
勾時《念ぺ各λ急窃

四回|
生サケのうまみを

逃がさないために

ラ
の

一
種
)
、
パ
カ
リ
ャ
オ

(タ
ラ
)
、
カ
マ
ロ
ン

(
エ

ビ
)
、
ル
l
ラ

(イ
カ
)
、

ア
リ
ス
コ

(貝
)
等
。
も
と

も
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
系
の
人
聞
が
聞
い
た
園
だ

し
、
魚
は
鐘
富
で
あ
る
。

料
理
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
一

般
に
油
こ
い
も
の
が
好
き
な

の
で
フ
ラ
イ
が
多
い
よ
う

だ
。
メ
リ
ケ
ン
粉
を
ま
ぶ
し

て
油
で
揚
げ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

人
は
食
道
楽
の
大
食
漢
な
の

で
エ
ピ
な
ど
ニ
J
、
三年ロ
と

買
い
乙
み
フ
ラ
イ
に
し
て
い

た
。
が
、
こ
の
ご
ろ
、
昔
、

安
か
っ
た
魚
が
大
変
高
く
な

っ
た
。
肉
と
同
じ
く
ら
い
す

る
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の

友
人
に
聞
い
て
み
た
ら
、
あ

ん
な
に
海
に
近
い
の
に
ク
リ

チ
パ
よ
り
も
っ
と
高
く
、
魚

は
庶
毘
の
口
に
は
な
か
な
か

入
ろ
な
い
。
エ
ビ
な
ど
は
と

て
も
・・・・・・
と
い
う
せ
ち
辛
い

話
だ
っ
た
。
(斎
藤
美
代
子
)

斎
藤
美
代
子
川
一
九
五
0

年
代
H

自
由
を
求
め
て
H

ブ

ラ
ジ
ル
に
渡
航
。
以
来
ブ
ラ

ジ
ル
で
暮
ろ
す
。
現
在
、
パ

ラ
ナ
州
ク
リ
チ
パ
市
在
住
。

パ
ラ
ナ
連
邦
大
日
本
語
講
座

教
授
法
責
任
者
、
南
パ
ラ
ナ

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
会

長
。

湿ザケは脱水効果で身がひき

しまっており、タンパク質が凝

固しているため網で焼いてもう
まみが逃げなU、。生ザケは肉汁

がおち、うまみが逃げやすU、。

フライやムニエルにするか、ア
ルミ箔で包み焼きにするとおい

しく食べられる。

制大日本水産会・

おさかな普及協議会
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・パソコンに関する妓術的なご質問・ご相餓に電信でお答えします。 受付時間 9:00-17∞月晒日~金稽日(祝日を除く)
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